
ⒸStudio Ghibli

市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
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こきんちゃん

NO.1366

平成28（2016）年

71/
８
月
１
日（
月
）

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆健康ガイド
骨髄移植ドナー等支援制
度が開始、子宮頸がん検
診・乳がん検診無料クー
ポン券送付　ほか…８面

◆福祉のひろば
介護保険の負担割合証の
発行、学習塾等受講料貸
付金、介護予防相談会　
ほか …７・８面

◆催し
三多摩は一つなり交流事
業参加者募集、小金井阿
波おどり応援イベント　
ほか …１０～１２面

◆お知らせ
委員募集、平成２８年度国民年金保険
料、平成２８年熊本地震義援金受付期
間延長、納税・納入通知書等を７月
１５日に郵送　ほか …２～７面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

国民健康保険税 ……………第１期分
後期高齢者医療保険料 ……第１期分
固定資産税・都市計画税 … 第２期分

多摩科学技術
高等学校

公
民
館
本
館

※　当日は混雑が予想されますので、車での来場はご遠慮ください。
※　ペットを連れての投票所への入場は、ご遠慮ください。

 　

平
成　

年
７
月　

日
ま
で
に
生

１０

１１

ま
れ
、
平
成　

年
３
月　

日
以
前

２８

２１

か
ら
引
き
続
き
小
金
井
市
に
住
所

が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

 
【
小
金
井
市
内
で
住
所
を
移
し
た

小
金
井
市
で

投
票
で
き
る
方

住
所
を
移
し
た
方
の

投　
　
　
　
　
　

票

方
】

▽　

今
年
の
６
月　

日
ま
で
に
市

１４

内
で
住
所
を
移
し
た
方
は
、
新

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

▽　

６
月　

日
以
降
に
市
内
で
住

１５

所
を
移
し
た
方
は
、
前
の
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

【
小
金
井
市
へ
転
入
し
た
方
】

▽　

今
年
の
３
月　

日
ま
で
に
転

２１

入
届
を
出
し
た
方
は
、
小
金
井

市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
の
順
序
等
】

　

投
票
の
順
序
は
、
は
じ
め
に
東

京
都
選
出
の
投
票
（
投
票
用
紙
は

薄
い
黄
色
）
を
行
い
、
次
に
比
例

代
表
の
選
出
（
投
票
用
紙
は
白

色
）
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
に
は
、
東
京
都
選
出

は
候
補
者
氏
名
を
１
人
だ
け
、
比

例
代
表
選
出
は
候
補
者
氏
名
ま
た

は
政
党
等
の
名
称
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

 　

心
身
の
故
障
等
で
、
投
票
用
紙

に
書
く
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
代

理
投
票
（
係
員
が
代
筆
）
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方

は
、
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
各
投
票
所
の

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 　

投
票
所
に
は
、
入
場
整
理
券
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券

は
、
市
内
在
住
の
方
に
は
、
世
帯

ご
と
に
封
書
で
発
送
し
ま
し
た
。

代
理
・
点
字
投
票

入
場
整
理
券

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
・
レ

ジ
ャ
ー
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
用
務
が

あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
所
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
日
近
く
に
な
る
と

時
間
帯
に
よ
っ
て
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）

　

お
送
り
す
る
入
場
整
理
券
の
裏

面
に
期
日
前
投
票
用
の
「
宣
誓
書

（
兼
請
求
書
）
」
を
印
刷
し
て
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記
入
し

て
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
投
票
で
き
ま
す
。

※　

投
票
日
当
日
（
７
月　

日
）

１０

に
投
票
す
る
方
は
、
記
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
不
在
者
投
票
】

▽　

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
等
し
て
い
る
方
は
、
そ
の

施
設
が
不
在
者
投
票
指
定
施
設

で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
内
で
投

票
で
き
ま
す
。

▽　

投
票
日
に
、
仕
事
や
出
産
な

ど
の
理
由
で
市
外
に
滞
在
す
る

方
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
小
金
井
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
あ
て
に
不
在
者
投
票
の
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽　

投
票
日
以
前
に
投
票
す
る
時

点
で
は　

歳
で
、
投
票
日
に
は

１７

　

歳
に
な
る
方
は
、
不
在
者
投

１８票
に
な
り
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
・ 

不
在
者
投
票
期
間
】

　

６
月　

日
（
木
）
～
７
月
９
日

２３

（
土
）
午
前
８
時　

分
～
午
後
８

３０

時
（
土
曜
・
日
曜
日
も
同
じ
）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

JR中央本線

N

駐車場マン
ション

小
金
井
街
道

至立川 至三鷹

小金井
消防署

マンション

市役所
第二庁舎期日前投票所

（６階601会議室）

武蔵小金井駅

連雀通り

  不在者投票所
（６階選挙管理委員会事務局）

案
内
図

　

入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

 　

各
投
票
所
に
車
い
す
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
投

票
日
当
日
の
時
点
で
年
齢
が
満　
１８

歳
以
上
の
方
が
投
票
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

 　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

投
票
所
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

子
ど
も
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
投

票
す
る
方
が
同
伴
す
る
子
ど
も

（
年
齢
が　

歳
未
満
の
方
）
の
投

１８

票
所
へ
の
入
場
が
で
き
る
よ
う
に

車
い
す
の
ご
利
用
を

投
票
で
き
る
年
齢
が

　

歳
か
ら
に

１８
　

歳
未
満
の
方
の

１８投
票
所
へ
の
入
場

　７月１０日（日）午後９時から、総合体育館（関野町１－１３－１都
立小金井公園内）で開票を行います。市内の有権者であれば、どな
たでも参観できます。

開　

票

▽　

３
月　

日
以
降
に
転
入
届
を

２２

出
し
た
方
は
、
前
の
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
前
の
住
所
地
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

【
小
金
井
市
か
ら
転
出
し
た
方
】

▽　

今
年
の
３
月　

日
以
降
に
転

２２

出
し
た
方
で
、
小
金
井
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
は
、
小
金
井
市
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

▽　

３
月　

日
以
前
に
転
出
し
た

２１

方
で
、
ま
だ
小
金
井
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
も
、
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
新
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

 　

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
は
、

東
京
都
選
出
、
比
例
代
表
選
出
の

２
票
制
で
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
す
る
と
き
の

注　

意　

事　

項

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票票

７
月
９
日
（
土
）
ま
で

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
投
票
用

紙
へ
の
記
入
お
よ
び
投
票
箱
へ
の

投
函
で
き
る
の
は
、
投
票
す
る
方

の
み
で
同
伴
の
方
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

投
票
所
内
で
騒
ぐ
な
ど
、
投
票

管
理
者
が
投
票
所
の
秩
序
が
損
な

わ
れ
る
と
判
断
し
そ
の
旨
を
告
知

し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

参
議
院
議
員
選
挙
は
、
６
月　

日
（
水
）
に
公
示
さ
れ
、
７
月

２２

　

日
（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
貴
重
な
１
票

１０を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

参参
議議
院院
議議
員員
選選
挙挙

参
議
院
議
員
選

参
議
院
議
員
選
挙挙

投
票
日
は
７
月　

日
（
日
）　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

１０

　

東
京
都
知
事
の
辞
職
に
伴

い
７
月　

日
（
木
）
に
告
示

１４

さ
れ
、
７
月　

日
（
日
）
に

３１

投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
報

７
月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し

１５

ま
す
。

【
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

票
期
間
】

　

７
月　

日
（
金
）
～　

日

１５

３０

（
土
）
午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
８
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
も
同
じ
）

東
京
都
知
事
選
挙
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○
○

○
○

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
 ※　保育あり（①は要事前申込②は申込不要）

問合先内　容ところと　き名　称

介護福祉課介護保険係
（☎０４２−３８７−９８２２）

平成２８年度介護保険
特別会計予算につい
て等

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月５日（火）
１４：３０〜

第１回介護保険
運営協議会

企画政策課
男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

第４次男女共同参画
行動計画の推進状況
について、（仮称）
第５次男女共同参画
行動計画の策定につ
いて

市役所本庁舎３
階第一会議室

７月１２日（火）
１０：００〜

男女平等推進審
議会（※①）　

児童青少年課
児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）

平成２７年度児童館の
事業報告について　
ほか

本町児童館７月１２日（火）
１０：００〜

第１回児童館運
営 審 議 会（※
②）

土地開発公社事務局
（☎０４２−３８７−９８５１）

資産（土地）の処分
について

市役所本庁舎３
階第一会議室

７月１２日（火）
１４：００〜

第２回土地開発
公社評議員会

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

在宅医療・介護連携
支援室の設置準備に
ついて　ほか

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

７月１４日（木）
１９：００〜

第１回在宅医
療・介護連携推
進会議

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

認知症ケアパス内容
原案検討　ほか

本町暫定庁舎１
階第１会議室

７月２１日（木）
１９：００〜

第２回認知症ケ
アパス検討委員
会

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）

関東甲信越静社会教
育研究大会について

市役所西庁舎２
階第五会議室

７月２２日（金）
９：３０〜

社会教育委員の
会議

委
員
募
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

７
月
の
休
日
窓
口

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
３
日
の

み
）
、
納
税
課
（
３
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

○は休日窓口開設日7月
土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

31

○

【
納
付
猶
予
制
度
の

　

対
象
年
齢
が
拡
大
】

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
納
付
猶
予
制
度
の
対
象
年

齢
が
、
７
月
か
ら　

歳
未
満
に

５０

拡
大
さ
れ
ま
す
。
（
平
成　

年
３７

６
月
ま
で
）

　

な
お
、
所
得
基
準
額
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

　

請
の
受
付
は
７
月
か
ら
】

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

（
納
付
猶
予
は
対
象
外
）
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の

場
合
、
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ

れ
ば
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は

一
部
免
除
、
納
付
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
の
場
合
、

残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い

と
免
除
が
無
効
と
な
り
、
将
来

の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

た
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
追
納
し
な

け
れ
ば
将
来
の
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

対
象
期
間　

７
月
～
平
成　

年
２９

６
月
お
よ
び
申
請
月
の
２
年
１

か
月
前
の
分
ま
で

必
要
書
類
等　

▽
年
金
手
帳　

▽
印
鑑　

▽
失
業
な
ど
に
よ
る

特
例
免
除
申
請
の
場
合
は
、
離

職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
等

※　

平
成　

年
度
全
額
免
除
ま

２７

た
は
納
付
猶
予
制
度
が
承
認

さ
れ
、
翌
年
度
以
降
も
継
続

審
査
の
申
し
出
を
し
て
い
る

方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
合
先　

市
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

４
）
、
立
川
年
金
事
務
所
（
☎

　

儿　

儿
０
３
５
２
）

０４２

５２３

〈
清
掃
関
連
施
設
整
備
基
本

計
画
検
討
会
議
委
員
〉

　

市
で
は
、
中
間
処
理
場
お
よ
び

二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
に
お
け
る
不

燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
資
源
物
等

の
適
正
な
処
理
品
目
、
施
設
規
模

等
の
施
設
整
備
の
方
針
と
な
る
清

掃
関
連
施
設
整
備
基
本
計
画
の
策

定
に
当
た
り
広
く
意
見
を
聴
く
た

め
、
清
掃
関
連
施
設
整
備
基
本
計

画
検
討
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

　

委
員
は
、
公
募
委
員
、
中
間
処

理
場
・
二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
周
辺

の
関
係
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経

験
者
、
市
お
よ
び
東
京
都
の
職
員

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
以
内
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成　
２８

年
７
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

委
嘱
期
間　

委
嘱
日
～
平
成　

年
３０

３
月　

日
３１

応
募
方
法　

７
月　

日
（
消
印
有

１５

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
小
論
文
（　

字
以

８００

内
・
課
題
＝
「
不
燃
ご
み
、
粗
大

ご
み
、
資
源
物
等
の
処
理
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
）・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
ご
み
対
策
課

へ
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
減
量
推
進

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５ 
　

儿　

儿
６

３８７

０４２

３８３

５
７
７
）

〈
環
境
審
議
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
の
実

現
を
め
ざ
し
、
環
境
保
全
等
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
調
査
・
審
議

す
る
た
め
に
、
環
境
審
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

同
審
議
会
は
、
関
係
機
関
か
ら

推
薦
さ
れ
た
委
員
お
よ
び
公
募
に

よ
る
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員　

４
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
７
月
１
日
現
在

２８

　

歳
以
上
の
方

１８

FAX

委
嘱
期
間　

９
月　

日
～
平
成　

１３

３０

年
３
月　

日
３１

応
募
方
法　

７
月　

日
（
消
印
有

３１

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
小
論
文
（　

字
以

８００

内
・
課
題
＝
「
環
境
保
全
の
た
め

に
市
民
が
果
た
す
べ
き
役

割
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
環

境
政
策
課
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
１
７ 
　

儿　

儿
６
５
７

０４２

３８３

７
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
審
査
・
選
考
を

行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考
後
返

却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
等
の
委
員
を
兼
ね

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

FAX

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

▽
市
の
関
係
者
を
除
く
。

※　

開
催
頻
度
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 　

臨
時
職
員
に
登
録
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
、
必
要
に
応
じ
、
仕
事
を

ご
案
内
し
ま
す
。

職
種
等　

下
表
の
と
お
り

登
録
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
職
員
課
（
市
役

所
本
庁
舎
１
階
）
に
て
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

所
定
の
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

提
出
書
類　

証
明
写
真
（
縦
４

㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
、
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚
、
資
格

等
が
必
要
な
職
種
に
つ
い
て
は
、

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

そ
の
他　

▽
い
ず
れ
の
職
種
も
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
▽
賃
金
の
ほ

か
、
通
勤
に
要
す
る
経
費
が
条
件

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
▽
勤
務

時
間
は
、
実
際
の
勤
務
場
所
や
業

臨
時
職
員
の
登
録
者
募
集

 
業
務
名　

①
保
育
士
補
助
業
務
②

保
育
園
土
曜
日
給
食
調
理
業
務

勤
務
時
間　

①
週
５
日
、
月
曜
～

金
曜
日
午
前
７
時
～　

時
ま
た
は

１１

午
後
３
時　

分
～
７
時
の
間
で
、

３０

１
日
１
・
５
～
３
時
間
勤
務
、
週

　

時
間
程
度
（
必
要
に
応
じ
土
曜

１５日
の
勤
務
あ
り
）
②
土
曜
日
午
前

８
時　

分
～　

時　

分
ま
た
は
午

１５

１２

１５

前
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１２

３０

報　

酬　

時
給
千　

円
２００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２６

生
ま
れ
た
方　

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

若
干
名

面
接
試
験
日　

７
月　

日
（
金
）

１５

採
用
予
定
日　

８
月
１
日
（
月
）

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

７
月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１１

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１０
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
職　

種　

保
育
士

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
４５

※　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
土

平
成　

年
度

２８

任
期
付
職
員
募
集

務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽
勤
務
時
間
・
曜
日
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

賃金（時給）資格等要件主な勤務時間主な職種

９１０円−午前９時〜午後４時
３０分一般事務

１,０５０円保育士証の交付を受けている方午前８時３０分
〜午後５時保育士

１,０００円
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準
に定める要件を満たす方（保育士、幼稚園
教諭、学校教諭等）

午前１１時〜午後７時
の間で６時間程度

学童保育
指導員

曜
日
の
勤
務
あ
り
。

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

面
接
試
験
日　

７
月　

日
（
金
）

１５

採
用
予
定
日　

８
月
６
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

７
月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１１

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１０
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

平平
成成　

年年
度度

２２８８

国
民
年
金
保
険

国
民
年
金
保
険
料料



28・7・13

　

印
鑑
の
登
録
は
、
直
接
個
人
の

利
害
に
結
び
つ
く
た
め
、
市
で
は

特
に
慎
重
な
取
り
扱
い
を
し
て
い

ま
す
。
印
鑑
登
録
を
す
る
方
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
余
裕
を
持

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
で
き
る
方
】

　

登
録
で
き
る
の
は
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、　

歳
未
満
の
方
お
よ

１５

び
成
年
被
後
見
人
の
方
は
、
登
録

で
き
ま
せ
ん
。

【
登
録
す
る
に
は
】

　

登
録
を
必
要
と
す
る
本
人
が
、

登
録
す
る
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類

を
持
参
し
、
申
請
す
る
の
が
原
則

で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
が
、
病
気
や
そ

の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
で
、
自

ら
申
請
で
き
な
い
と
き
は
、
本
人

の
自
署
、
押
印
し
た
「
委
任
の
旨

を
証
す
る
書
面
（
委
任
状
ま
た
は

代
理
人
選
任
届
）」（
ひ
な
形
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
と
、
本

人
の
印
鑑
、
本
人
・
代
理
人
の
健

康
保
険
証
等
を
持
参
し
て
、
代
理

人
が
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

印
鑑
に
よ
っ
て
は
登
録
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
登
録
申
請
の
確
認
、
印
鑑
登
録

証
の
交
付
】

　

登
録
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人

確
認
お
よ
び
本
人
の
意
思
に
よ
る

登
録
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
本
人
あ
て
に
、
郵
送
で
文
書

照
会
し
ま
す
。
そ
の
回
答
書
、
登

録
す
る
印
鑑
、
本
人
の
健
康
保
険

証
等
を
本
人
が
持
参
し
た
場
合
、

印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー
ド
）

を
交
付
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
印

鑑
登
録
証
を
交
付
せ
ず
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
機
能
を
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
窓
口

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
回
答
書
、
登
録
す
る
印

鑑
、
委
任
状
（
代
理
人
選
任
届
）

と
本
人
・
代
理
人
の
健
康
保
険
証

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
手
数
料　
　

円
３００

【
本
人
確
認
】

　

本
人
が
自
ら
登
録
申
請
す
る
場

合
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
本

人
と
確
認
で
き
る
と
き
は
、
即
日

で
印
鑑
登
録
を
し
ま
す
。

▽　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
官

公
署
発
行
の
顔
写
真
付
免
許

証
、
許
可
証
、
ま
た
は
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

等
）
を
持
参
し
た
と
き

▽　

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
本
人
以
外
の
方
が
、
印
鑑
登

録
申
請
書
の
保
証
欄
に
自
署
し

た
う
え
、
登
録
印
を
押
し
、
申

請
者
を
本
人
で
あ
る
と
保
証
し

た
と
き
（
保
証
人
が
小
金
井
市

以
外
に
お
住
ま
い
の
場
合
は
保

証
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
１
通

が
必
要
で
す
）

印鑑登録証
（黄色いカード）

個人番号
カード

市民課
コンビニ交付サ
ービス対応店
舗、市民課

証明書交付
場所

３００円

コンビニ交付サ
ービス対応店舗
＝２００円
市役所窓口＝
３００円

証明書手数料

印鑑登録証、申
請書の記入

マイナンバーカ
ード、暗証番号
の入力（市役所
で取得する場合
は申請書の記入
も必要）

証明書交付時
の必要事項

本人または代理
人本人のみ証明書交付を

受けられる方

印
鑑
登
録
を
す
る
方
へ

【
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
】

　

印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る

と
き
は
、
本
人
、
代
理
人
を
問
わ

ず
、
印
鑑
登
録
証
（
黄
色
い
カ
ー

ド
）
も
し
く
は
、
印
鑑
登
録
証
の

機
能
を
移
行
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
窓
口
で
暗
証
番
号
の
確

認
が
必
要
で
す
。
）
の
み
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち

に
な
ら
な
い
と
き
や
申
請
書
の
記

載
に
誤
り
が
あ
る
と
き
に
は
、
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

【
保
管
に
は
ご
注
意
を
】

　

印
鑑
登
録
証
は
、
登
録
印
鑑
と

別
々
に
保
管
す
る
な
ど
、
財
産
と

権
利
を
守
る
た
め
に
も
大
切
に
取

り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た

と
き
は
、
直
ち
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
印
鑑
を

紛
失
し
た
と
き
も
、
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
】

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
対
応

店
舗
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
で

き
ま
す
。
す
で
に
印
鑑
登
録
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
事
前
に
、
印
鑑

登
録
証
の
機
能
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
移
行
す
る
申
請
が
必
要

で
す
。
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問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

　

７
月　

日
に
行
わ
れ
る
参
議
院

１０

議
員
選
挙
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

７
月
９
日
（
土
）
、　
１０

日
（
日
）

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）
、
公
民
館
貫
井

３８３南
分
館
（
☎　

儿　

儿
１
１
６

０４２

３８３

８
）

 　

市
で
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
に

は
、
設
置
し
て
い
る
柱
に
下
図
の

よ
う
な
６ 
桁 
の
管
理
番
号
を
表
示

け
た

し
て
い
ま
す
。
街
路
灯
が
点
灯
し

て
い
な
い
と
き
は
、
管
理
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
街
路
灯
の
中
に
は
商
店

会
が
管
理
し
て
い
る
も
の
や
東
京

街
路
灯
が
点
灯
し
て
い
な
い

と
き
は
ご
連
絡
を

都
が
管
理
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
街
路
灯
に
商
店
会
等
の
名

称
が
入
っ
て
い
れ
ば
そ
の
商
店
会

へ
、
東
京
都
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
れ
ば
東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設

事
務
所
小
金
井
工
区
（
☎　

儿　
０４２

３２６

儿
８
８
６
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※　

連
絡
を
受
け
て
か
ら
修
理
ま

で
は
通
常
３
日
前
後
か
か
り
ま

す
。

 
問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

 　

家
を
新
築
、
建
て
替
え
を
し
た

場
合
は
、
建
物
に
住
居
番
号
（
○

番
○
号
）
を
付
定
し
ま
す
の
で
、

新
築
・
建
て
替
え
等
を

し
た
と
き
は
住
所
付
定
の

手
続
き
を

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
住
所

付
定
に
は
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
、
名
称
の
届
け
出
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
名
称
や
部
屋

番
号
を
変
更
し
た
場
合
も
同
様
で

す
。

　

な
お
、
増
改
築
を
し
た
方
も
、

出
入
口
な
ど
の
変
更
に
よ
っ
て
住

居
番
号
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
居
表
示
板
（
住
所
の
番
号
）

が
破
損
し
て
お
困
り
の
場
合
、
無

料
で
作
成
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
】

　

金
融
機
関
等
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
、
夜

間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月　

日
（
木
）
、　

１４

１５

日
（
金
）
、
い
ず
れ
も
午
後
８
時

ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
（
左
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７ 夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

夜間入口詳細図

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　日本赤十字社が平成２８年熊本地震義援
金の受付期間を平成２９年３月３１日（金）
まで延長することに伴い、市でも募金箱
の設置期間を同日まで延長します。
　引き続き、皆様の温かいご支援ご協力
をよろしくお願いいたします。
【日本赤十字社での受け付け】
受付方法　郵便振替
加入者名　日赤平成２８年熊本地震災害義
援金
口座番号　００１３０−４−２６５０７２
その他　渇郵便局窓口での取り扱いの場

合、振替手数料は免除されます。渇半券
をもって受領証を兼用します。
問合先　日本赤十字社パートナーシップ
推進部（☎０３−３４３７−７０８１）、市地域福
祉課地域福祉係（☎０４２−３８７−９９１５）
【市での募金箱の設置】
設置場所　企画政策課（市役所本庁舎２
階）、市役所第二庁舎１階受付、図書館
本館、公民館各館
問合先　企画政策課企画政策係（☎０４２
−３８７−９８００）

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　今年も９月１７日（土）・１８
日（日）に、小金井公園を会
場に、お月見のつどいを開催
します。
【出店者】
対　象　市商工会、市内商店
会、料飲組合等に所属してい
る方
出店料　４５,０００円〜６７,０００円
（物販の場合は応相談）
※　出店に際しては、市観光
まちおこし協会の定める規
約に従っていただきます。 

【出演者】
内　容　２０分程度、舞台また
は広場の一角でパフォーマン
スを行います。
条　件　市内在住、または市
内で活動している個人および
団体
その他　応募者多数の場合は
抽選となる場合があります。
−◇共　通◇−

申　込　７月１日〜１５日に、
電話またはＥメールで、同協
会（☎０４２−３１６−３９８０死info 
@koganei-kanko.jp）へ。

　

市
で
は
、
雇
用
促
進
と
就
労

支
援
の
目
的
で
、
小
金
井
市
お

よ
び
近
隣
の
求
人
情
報
や
仕
事

に
関
す
る
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
情
報
を
無
料
で
提
供
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

仕
事
を
お
探
し
の
方
、
求
人

を
す
る
事
業
所
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
求
人
情
報
登
録
・
閲

覧
の
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話

の
通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

【
仕
事
を
お
探
し
の
方
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
利

用
し
て
、
求
人
情
報
等
を
簡
単

に
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
事
業
所
の
方
】

　

サ
イ
ト
の
事
業
者
登
録
ペ
ー

ジ
か
ら
事
業
者
登
録
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
を
経
て
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
取
得
し
た
後
は
、
い
つ

で
も
求
人
情
報
等
の
登
録
・
変

更
・
削
除
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
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問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

携帯サイト用
ＱＲコード

ご利用くださご利用くださいい
就労支援サイ就労支援サイトト
こがねい仕事ネッこがねい仕事ネットト

公
民
館
本
館
・

貫
井
南
分
館

臨
時
休
館

平成28年熊本地震
義援金の受付期間を延長

第49回お月見のつどい
出店者・出演者募集
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〈
保
険
証
の
更
新
〉

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
は
、
平
成　

年
７

２８

月　

日
が
有
効
期
限
で
す
。
す
べ

３１
て
の
被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、

新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
か
ら

順
次
、
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で

郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
の

有
効
期
限
は
平
成　

年
７
月　

日

３０

３１

で
、
色
は
藤
色
で
す
。

　

な
お
、
保
険
証
の
更
新
に
当
た

り
、
平
成　

年
中
の
所
得
（
平
成

２７

　

年
度
住
民
税
課
税
所
得
）
を
も

２８と
に
、
負
担
区
分
を
再
判
定
し
て

い
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
、
一
部

負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〈
一
部
負
担
金
の 

割
合
に
つ
い
て
〉

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
被
保

険
者
の
住
民
税
課
税
所
得
が
、　
１４５

万
円
以
上
の
方
の
一
部
負
担
金
の

割
合
は
３
割
で
す
。

　

た
だ
し
、
一
人
世
帯
で
収
入
が

　

万
円
未
満
の
場
合
、
ま
た
は
本

３８３人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
被
保
険
者

（
被
保
険
者
で
な
い　

歳
〜　

歳

７０

７４

の
方
を
含
む
）
の
方
の
収
入
合
計

が　

万
円
未
満
の
場
合
は
、
申
請

５２０
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
を
６
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

※　

住
民
税
課
税
所
得
は
、
「
市

民
税
・
都
民
税
納
税
・
税
額
決

定
通
知
書
」
の
課
税
標
準
額
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
減
額
認
定
証
の
更
新
〉

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、

申
請
に
よ
り
、
入
院
時
の
食
事
代

や
保
険
適
用
の
負
担
が
減
額
さ
れ

る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

減
額
の
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７

月　

日
で
す
。
現
在
交
付
さ
れ
て

３１
い
る
方
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
末
ま
で
に
新

し
い
減
額
認
定
証
を
送
付
し
ま

す
。
減
額
認
定
証
の
色
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
白
色
で
す
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

後
期
高
齢
者
医
療

高額療養費算定基準額
外来＋入院（世帯単位）外来（個人ごと）負担区分

８０,１００円＋（１０割分の医療費−２６７,０００円）
×１％［多数該当４４,４００円］４４,４００円現役並み

所得（３割）
４４,４００円１２,０００円一般
２４,６００円８,０００円区分Ⅱ
１５,０００円区分Ⅰ

生活療養標準負担額（療養病床に入院したとき）
１日当たりの居住費１食当たりの食費負担区分

３２０円４６０円（※）現役並み所得・一般
３２０円２１０円　　 区分Ⅱ
３２０円１３０円　　 区分Ⅰ
０円１００円　　 老齢福祉年金受給者

※　一部医療機関では４２０円となります。

食事療養標準負担額
１食あたり負担区分
３６０円（※３）現役並み所得・一般
２１０円過去１年の入院日数が９０日以下の方区分Ⅱ

（※１） １６０円過去１年の入院日数が９０日を超える方
１００円区分Ⅰ（※２）

※１　世帯の全員が住民税非課税の方。入院日数が９０日を超える方は、病院
の領収書を添えて申請してください。

※２　世帯の全員が住民税非課税で、かつ世帯全員が損益通算、純損失・雑
損失の繰越控除適用後の各所得金額が全て０円の方（公的年金の場合は
８０万円以下）および老齢福祉年金受給者

※３　一部例外有り

　今年度の介護保険料の基準額（第５段階）
は、月額５,２００円（年額６２,４００円）です。所得
段階等で保険料が異なりますので、送付され
た納入通知書でご確認ください。
 

　７０歳以上の方は、介護保険料納入通知書を
シルバーパスの新規発行や一斉更新（９月実
施）の際に、所得確認書類として使用できま
す。再発行はできませんので、大切に保管し
てください。
 

　災害による住宅や財産の著しい損失、また
は、所属する世帯の生計の中心になる方の死
亡や重大な障がい、長期入院、事業の休廃止
等で収入が著しく減少したときは、第１号被
保険者の方の申請により、介護保険料の減
額・免除または徴収猶予をすることができる

シルバーパスの所得確認書類に

納付が困難な方は減免等の申請を

場合がありますので、お早めにご相談くださ
い。
　また、生計の困難な方も、次のいずれかの
条件で減額（２分の１）の対象となります。
（納期限までに申請が必要です）
渇　①〜③をすべて満たす場合
①　第１号被保険者と生計を一にする方の実
収入総額（月額）が、生活保護法に定めら
れた生活扶助基準額（月額）に満たないこと
②　第１号被保険者の属する世帯の主たる生
計維持者の所得税・市町村民税や医療保険
の被扶養者になっていないこと
③　第１号被保険者の属する世帯の預貯金額
の総額が、生活扶助基準額の１２か月以下で
あること
渇　その方の属する世帯が、著しい生活困窮
にあると認められる場合
問合先　介護福祉課介護保険係・保険料担当
（市役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−９９２１）

国民健康保険国民健康保険税税

　国民健康保険（以下「国保」）制
度は、加入する皆さんが負担し合う
国保税と国や都などの補助金を財源
に、医療費の一部を負担する助け合
いの制度であり、将来にわたり安定
的に運営していく必要があります。
　また、国保加入者（被保険者）の
うち、介護保険第２号被保険者（４０
歳以上６５歳未満）に該当する方は、
医療保険分、後期高齢者支援金等分
に加え介護保険分を合わせて、国保
税として納めていただいています。
　国保制度を円滑に運営できるよ
う、各納期限内納付にご理解ご協力
をお願いします。
 

【低所得世帯に対する軽減措置が拡
充されました】
　前年中の所得が一定額以下の世帯
に対して、均等割と平等割を減額
（７割、５割または２割）する軽減
措置があります。
　平成２７年度分に引き続き、平成２８
年度分においても５割および２割減
額の対象世帯が拡大されました。
　なお、この措置は、世帯主と国保
加入者全員の市民税・都民税の申
告、所得税の確定申告等が済んでい
ないと受けることができません。
【非自発的失業者に係る軽減】
　解雇・倒産などの理由による非自
発的失業者の方（離職年月日が平成
２１年３月３１日以降で、雇用保険受給
資格者証の理由欄の記載が「１１、
１２、２１、２２、２３、３１、３２、３３、３４」
に該当し、離職年月日に６５歳未満で
あった方）の国保税が軽減されます。
軽減内容　離職日の翌日（国保加入
日）の属する月から、その月の属す
る年度の翌年度末までの間、前年の
給与所得を１００分の３０として、国保
税を算定します。（平成２２年度分か
ら適用）
申請方法　雇用保険受給資格者証を
ご持参のうえ、申請書（保険年金課
で配布）を提出してください。郵送
での申請をご希望の方は、係までお
問い合わせください。 

軽減措置があります

 

　国民健康保険税条例の一部改正に
より、平成２８年度分の課税限度額
は、医療分が５２万円から５４万円に、
後期高齢者支援金等分が１７万円から
１９万円に改定されました。
 

　納付に当たっては、便利で確実な
口座振替をご利用ください。忙しく
て納めに行く時間がない方にもお勧
めです。申し込みは、口座のある金
融機関等に預・貯金通帳、金融機関
等届出印を持参のうえ手続きをして
ください。
【保険年金課窓口での受け付け】
　保険年金課窓口でもキャッシュカ
ードで口座振替の申し込みができま
す。申込書類の記入のほか、キャッ
シュカードの暗証番号の入力等を行
うため、本人の来庁が必要です。取
扱金融機関、キャッシュカードの種
類（ＩＣ専用カード等）によっては
受け付けできない場合がありますの
で、事前にお問い合わせいただくか、
市ホームぺージをご覧ください。
 

　思わぬ事故や災害、病気、失業な
どやむを得ない事情により納期限内
に納められないときは、お早めにご
相談ください。申請により国保税の
減額免除や分割納付が認められる場
合があります。
【減額免除】
　納期限前の国保税が対象となりま
す（原則として納期限までに申請が
必要です）。申請には、り災証明書、
公共料金等の領収書、収入・支出が
記載されている金融機関等の通帳等
が必要です。
【分割納付】
　減額免除が認められない場合でも
分割納付等があります。
問合先　税額の内容について＝保険
年金課国民健康保険係（市役所第二
庁舎２階☎０４２−３８７−９８３２）、納付
について＝納税課（同３階☎０４２−
３８７−９８２３）

課税限度額が改定されました

口座振替納付をお勧めします

減額免除・分割納付

介護保険料（６５歳以上の介護保険料（６５歳以上の方方））

納税・納入通知書等を7月1 5日（金）に
郵送します

　納付書は、期別ごとに１枚ずつ分かれていますので、紛失等にご注意ください。ご利
用できるコンビニ店舗等詳細は、納付書裏面をご覧ください。

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

平成28年度

国民健康保険税・介護保険料 普通徴収の方国民健康保険税・介護保険料　普通徴収の方へへ
コンビニでも納付できまコンビニでも納付できますす

　今年は２年に１回の保険料率見直しの年に
当たります。医療費の増加に伴い必要額の増
加が見込まれることから、均等割額を４２,４００
円に、所得割率を９.０７％に変更しました。詳
細は通知書をご覧ください。
　なお、保険料の納め方によって、通知書が
異なります。
 

　平成２８年度後期高齢者医療保険料賦課決定
通知書（ピンク色の封筒）を送付します。
　今回決定した保険料は１０月の年金から天引
きされます。
　４、６、８月の年金天引額は平成２６年中の
所得を基にした仮徴収額ですが、１０月からの
天引額は平成２７年中の所得を基に改めて計算
した確定額です。天引きされる額が変更にな
る場合がありますので、ご確認ください。

特別徴収（年金天引き）の方

 

　平成２８年度後期高齢者医療保険料納入通知
書（黄緑色の封筒）を送付します。
　口座振替を希望する方は、同封の後期高齢
者医療保険料口座振替依頼書に必要事項を明
記のうえ、ご利用の金融機関へお申し込みく
ださい。
　来年度以降も口座振替の継続を希望する方
は、申し出が必要となりますので、口座振替依
頼書の控えを保険年金課へご持参ください。
すでに申出書を提出している方は不要です。
 

　平成２８年度後期高齢者医療保険料賦課決定
通知書（ピンク色の封筒）を送付します。
問合先　保険年金課高齢者医療係（市役所第
二庁舎２階☎０４２−３８７−９８３４）

普通徴収（納付書）の方

普通徴収（口座振替）の方

後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険料料
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窓窓
口口

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導

是正勧告
③

調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷　性別によって、差別
や不利益を受けた場合
などの人権侵害による
相談

　（例：セクハラがある
のに、会社が対策を講
じようとしないなど）

▷　市が実施する男女平
等や、男女共同参画に
かかわる施策への苦情
　（例：○○審議会委員
の男女の割合が偏って
いる、公文書に差別表
現があるなど）

▷　日常生活のいろい
ろな悩み相談（自分
自身の生き方・配偶
者等からの暴力・離
婚・仕事・子ども・
近所づきあいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※　ⒶⒷは必要に応じて対応します。

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ

　

夏
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。
特
に
朝
か

ら 
日  
差 
し
が
強
い
、
気
温
が
高

ひ 

ざ

い
、
風
が
弱
い
な
ど
の
気
象
条
件

が
重
な
っ
た
場
合
に
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

も
や
が
か
か
っ
た
よ
う
な
視
界

だ
っ
た
り
、
遠
く
を
見
た
と
き
に

建
物
が
か
す
ん
で
見
え
る
場
合

は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
発
生
の
お
知
ら
せ
】

　

注
意
報
（
警
報
）
が
発
令
さ
れ

る
と
、
小
・
中
学
校
、
公
民
館
な

ど
の
市
の
施
設
や
駅
な
ど
に
連
絡

し
、
各
施
設
で
「
注
意
報
（
警

報
）
発
令
中
」
の
黄
色
い
表
示
板

を
掲
げ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
注
意
報
（
警
報
）
が
出
さ
れ
た

ら
】

　

で
き
る
だ
け
外
出
を
避
け
、
屋

外
で
の
運
動
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

【
被
害
に
あ
っ
た
と
き
】

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど

が
痛
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
洗
眼

や
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
良
く
な
ら
な
い
と
き

や
気
持
ち
の
悪
い
と
き
は
、
屋
内

や
木
陰
な
ど
の
涼
し
い
と
こ
ろ
で

安
静
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

症
状
の
重
い
と
き
は
医
師
の
診

察
を
受
け
、
環
境
政
策
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
】

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
塗
料
や

薬
品
な
ど
か
ら
発
生
す
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）
や
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
等
に
よ
る
大
気
の

汚
染
が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
自
動
車
の
使
用
は

控
え
、
自
転
車
・
バ
ス
・
電
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
東
京
都
環
境
局
か
ら
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
等
の
メ
ー
ル
が

受
信
で
き
ま
す
】

　

詳
し
く
は
、http

://w
w
w
.o
x.

kan
kyo
.m
etro
.to
kyo
.jp
/m
a

il.p
h
p

で
利
用
条
件
を
確
認
の
う

え
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

  　

雨
水
の
積
極
的
な
有
効
利
用
と

節
水
活
動
を
目
的
と
し
て
、
雨
水

貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
等
）
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　

な
お
、
一
度
の
申
請
で
２
基
ま

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
後
、

３
年
間
は
申
請
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
を
利
用
す
る
方
は
、
購

入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

▽
市
内
で
所
有
ま
た

は
利
用
す
る
建
物
に
、
雨
水
貯
留

施
設
を
購
入
し
設
置
し
た
方　

▽

市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

補
助
金
額　

貯
留
施
設
本
体
の
購

入
金
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

金
額
で
、
３
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。
（　

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

１０

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
費

の
一
部
を
補
助

 　

商
店
街
振
興
を
図
る
た
め
、
商

工
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
貸
し
出
し
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
フ
ト
や
絵
画
の
展
示
ま
た

は
商
品
販
売
、
講
習
会
の
開
催
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

商
店
街
へ
の
出
店
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
店
舗
や
、
創
業
希
望
者

に
対
し
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
貸
し
出
し
を
行
い
ま

す
。

　

利
用
料
等
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

利
用
者
募
集

と
こ
ろ　
　

東
小
金
井
駅
西
口
高

ＪＲ

架
下
（
貸
出
面
積　

坪
）

１０

対　

象　

商
店
会
、
商
店
会
会

員
、
商
店
街
へ
の
出
店
を
検
討
し

た
い
方

問
合
先　

商
工
会
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８１

８
７
６
５
）

光
化
光
化
学学

ス
モ
ッ
グ

ス
モ
ッ
グ
にに

ご
注
意

ご
注
意
をを

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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　次の期間、無料開園を実施しますので、今夏の家庭節電も兼ね
て、周りより３℃ほど涼しい園内へ避暑に来ませんか。
期　間　７月１５日（金）～９月３０日（金）午前９時～午後５時（入
園は４時３０分まで。火曜日は休園）
所在地　貫井南町３−２−２８（下図）
その他　渇上記期間以外は、大人１００円、６０歳以上と６～１４歳は５０
円の入園料がかかります。渇園内には十分な数のベンチがないた
め、必要に応じて敷物
等をご用意ください。
問合先　滄浪泉園管理
事務所（☎０４２−３８５−
２６４４）、環境政策課緑
と公園係（☎０４２−３８７
−９８６０）

夏季特別無料開園

至三鷹至三鷹至立川 至三鷹

警察署 市役所

市役所
第二庁舎滄浪泉園

入口

多摩科学多摩科学
技術高校技術高校
多摩科学
技術高校

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

出出かかけけててみみまませせんんかか 滄滄 浪浪 泉泉 園園
そそうう ろろうう せせんん ええんん

内　容開放日施設名
私
立
保
育
園

親子読みきかせ（０・１歳児
の親子・出産を迎える方）※

７／１３（水）、９／１４（水）
１０：００〜１１：００光明第二

（☎０４２−３８１−８７０６） ベビーマッサージ（１歳６
か月まで）※

９／１０（土）
１０：００〜１１：００

内　容開放日施設名

私
立
保
育
園

おはなし会※７／５（火）、９／６（火）
１０：００〜１１：００ひなぎく

（☎０４２２−５５−４４１７） 親子で遊ぼう　わらべ
うた※９／１３（火）１０：００〜１０：４５

園庭開放月〜金１０：００〜１２：３０
愛の園
（☎０４２−３２５−１０４５） プール開放８／１〜３１（月〜金）

１０：００〜１２：３０
作って遊ぼう※７／１１（月）９：３０〜１１：００しんあい

（☎０４２−３８１−２２６３） リズム遊び※９／９（金）９：３０〜１１：００

お庭で水遊び※７／１５（金）、８／２６（金）
１０：３０〜１１：３０貫井

（☎０４２−３８１−３５７５）
手作りおもちゃ作り※９／２１（水）１０：００〜１１：００

わんぱくランチ※７／１４（木）
お問い合わせください。こむぎ

（☎０４２−３８１−１５８９）
おやつを食べよう※８／２６（金）、９／２９（木）

お問い合わせください。

水遊び※７／２３（土）９：００〜１１：３０ひまわり
（☎０４２−３８３−２７８８）

七夕お楽しみ会※７／７（木）９：５０〜１０：５０アスクむさし小金井
（☎０４２−３８６−８５０５） 園内開放※９／２７（火）９：５０〜１０：５０

七夕の集い※７／６（水）１０：１５〜１１：４５北プチ・クレイシュ
（☎０４２−３８２−０１３０） お月見の集い※９／１４（水）１０：１５〜１１：４５

内　容開放日施設名特
定
地
域
型
保
育
事
業

夏まつり８／５（金）１６：００〜１８：００こどものへや保育室
（☎０４２−３８４−３３８５）

お散歩月〜金
１０：００〜１１：３０

また明日保育園
（☎０４２−３８６−８２８０）

%
%

%
%
%
%
%
%

　地域の皆さんに市内の認可保育施設を
開放し、園児や保育士との交流を通じ、
子育てのお手伝いをします。７月～９月
は下表のとおり実施します。
　なお、内容や雨天の場合の対応等、詳
しくは直接各保育施設にお問い合わせく

ださい。
　また、電話による子育て相談も随時お
受けしています。（月曜～金曜日の午前
１０時～午後４時）
問合先　各保育施設

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででであああああああああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼうううううううううううううううううううううほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくえええええええええええええええええええええみんなであそぼうほいくえんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででであああああああああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼうううううううううううううううううううううほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくえええええええええええええええええええええみんなであそぼうほいくえんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

〈
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り 

は
お
済
み
で
す
か
〉

　

平
成　

年　

月
５
日
現
在
で
市

２７

１０

内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知

カ
ー
ド
の
保
管
期
限
は
、
平
成　
２８

年
３
月　

日
と
お
知
ら
せ
し
て
い

３１

ま
し
た
が
、
平
成　

年
３
月　

日

２９

３１

ま
で
、
引
き
続
き
市
民
課
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
５
日
以

２７

１０

降
、
転
入
・
出
生
し
た
方
の
通
知

カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
平
成　

年
２８

３
月　

日
ま
で
に
市
に
返
戻
さ
れ

３１

た
も
の
は
、
平
成　

年
３
月　

日

２９

３１

ま
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

受
け
取
り
が
お
済
み
で
な
い
方

は
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の 

交
付
状
況
〉

　

申
請
後
、
交
付
準
備
が
整
っ
た

方
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
と
予
約
案
内
を
順
次
送
付
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
大
変
多
く
の
申

請
が
あ
る
た
め
、
送
付
ま
で
時
間

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
ま
で
に

２８

申
請
し
た
方
へ
の
送
付
は
、
６
月

中
に
完
了
し
て
お
り
、
５
月
以
降

に
申
請
し
た
方
へ
は
７
月
以
降
に

送
付
し
ま
す
。

【
事
前
予
約
の
お
願
い
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

予
約
な
く
来
庁
し
た
場
合
も
交

付
が
可
能
で
す
が
、
お
待
た
せ
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
予
約

が
な
い
場
合
は
、
月
曜
～
金
曜
日

の
午
後
４
時　

分
ま
で
、
休
日
窓

３０

口
は　

時　

分
ま
で
に
受
け
付
け

１２

３０

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
的
な
シ
ス
テ
ム
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
８
月　

日
２１

（
日
）
は
交
付
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

 　

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
７
・
８

月
を
中
心
に
「
政
治
家
の
寄
附
禁

止
」
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
有
権
者
は
求
め
な
い
！

　

政
治
家
は
贈
ら
な
い
！

　

寄
附
は
Ｎ
Ｏ
！
】

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
明
る
い
選
挙
の
実
現
を

　

お
中
元
や
お
祭
り
等
、
つ
き
あ

い
の
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
お
よ
び

現
に
公
職
に
あ
る
者
）
が
選
挙
区

内
の
人
や
団
体
に
お
金
や
品
物
を

贈
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
政
治
家
に
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

 　

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

小
金
井
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
長

の
関
連
会
社
等
報
告
書
が
提
出
さ

市
長
の
関
連
会
社
等

報
告
書
の
閲
覧

第
４
回
定
例
会

 

（
４
月　

日
開
催
）

１２

【
報
告
事
項
】

　

▽
平
成　

年
第
１
回
小
金
井
市

２８

議
会
定
例
会
に
つ
い
て　

▽
小
金

井
市
就
学
援
助
費
支
給
に
係
る
認

定
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て　

▽

平
成　

年
度
学
級
編
制
に
つ
い
て

２８

▽
寄
附
の
収
受
に
つ
い
て　

▽

小
・
中
学
校
教
育
管
理
職
及
び
教

員
の
異
動
に
つ
い
て　

▽
教
育
課

程
の
届
出
報
告
に
つ
い
て　

▽
平

成　

年
度
研
究
奨
励
校
等
に
つ
い

２８
て第

５
回
定
例
会

 

（
５
月　

日
開
催
）

１０

【
議　

題
】

▽　

小
金
井
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
＝
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
図
書
館
協
議
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て
＝
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

　

▽
小
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
鑑
賞

教
室
に
つ
い
て　

▽
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
東
京
に
つ
い
て

第
６
回
定
例
会

 

（
５
月　

日
開
催
）

２４

【
報
告
事
項
】

　

▽
平
成　

年
第
３
回
小
金
井
市

２８

議
会
臨
時
会
に
つ
い
て　

▽
中
学

校
合
唱
鑑
賞
教
室
に
つ
い
て

　

会
議
録
（
平
成　

年
第
４
回
ま

２８

で
）は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
図
書
館

本
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

と
き
・
と
こ
ろ　

７
月　

日
１２

（
火
）
午
後
１
時　

分
、
市
役
所

３０

第
二
庁
舎
８
階　

会
議
室

８０１

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会
議

室
で
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

請
願
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

２
）

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
ど

な
た
で
も
申
請
の
う
え
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　

７
月
４
日
（
月
）
か

ら
の
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

（
正
午
～
午
後
１
時
、
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）

問
合
先　

総
務
課
情
報
公
開
係

（
☎　

儿　

儿
９
９
２
６
）

０４２

３８７

 　

４
月
３
日
～
５
日
に
開
催
さ
れ

た
小
金
井
桜
ま
つ
り
で
は
、
市
観

光
ま
ち
お
こ
し
協
会
と
友
好
関
係

に
あ
る
岩
手
県
久
慈
市
に
対
す
る

復
興
支
援
の
た
め
、
募
金
箱
を
設

第　

回
小
金
井
桜
ま
つ
り

６２
復
興
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

置
し
た
と
こ
ろ
、
７
千　

円
の
善

２５３

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
預
か
り
し
た
募
金
は
、
全
額
久

慈
市
に
送
付
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　

同
協
会
（
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

３
９
８
０
）

 　

８
月
か
ら
、
家
庭
福
祉
員
（
保

育
マ
マ
）
の
加
藤
富
美
子
さ
ん
が

特
定
地
域
型
保
育
施
設
の
家
庭
的

保
育
事
業
に
移
行
し
ま
す
。
利
用

申
請
の
受
け
付
け
を
行
う
場
合

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
６
）

３８７ 家
庭
福
祉
員
の
家
庭
的
保
育

事
業
（
認
可
）
へ
の
移
行

内　容開放日施設名

市
立
保
育
園

お庭遊び、水遊び（７・８月）木・土９：３０〜１１：３０くりのみ
（☎０４２−３８３−１１８０） ボールプールであそぼう※７／１４（木）９：４５〜１０：３０

お庭遊び水・金・土９：３０〜１１：３０
（土曜日は１１：００まで）

わかたけ
（☎０４２−３８３−１１８１）

お庭遊び、水遊び（７・８月）火・木９：３０〜１１：３０小金井
（☎０４２−３８１−２２３７） あきまつり９／３（土）１７：００〜１８：４５

お庭あそび・水あそび、お
部屋であそぼう（７月健康
相談）※

月〜金９：３０〜１１：３０、
７／１２（火）、８／２５（木）、
９／２０（火）９：３０〜１０：３０

さくら
（☎０４２−３８３−１１８２）

さくらまつり９／３（土）１６：００〜１８：００
お庭遊び（８月は除く）火・木９：３０〜１１：３０けやき

（☎０４２２−６０−０７７０） あきまつり９／３（土）１７：００〜１９：００

※　要事前申込

マ
イ
ナ
ン
バ

マ
イ
ナ
ン
バ
ーー

（
個
人
番
号

（
個
人
番
号
））

に
関
す
る
お
知
ら

に
関
す
る
お
知
ら
せせ



28・7・17

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委

員
（
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）
制

度
は
、
市
が
実
施
ま
た
は
関
与

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ

い
て
、
内
容
等
が
納
得
で
き
な

い
、
直
接
苦
情
を
言
い
に
く
い

な
ど
の
場
合
に
、
公
正
な
第
三

者
的
機
関
で
あ
る
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
に
苦
情
等
の
申
し
立
て

や
相
談
を
す
る
こ
と
の
で
き
る

市
独
自
の
仕
組
み
で
す
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
苦
情

等
を
受
け
る
と
、
市
や
関
係
者

か
ら
事
情
を
聞
く
な
ど
、
調

査
、
審
査
等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
苦
情
等
に
理
由

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
市
長
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
を
勧
告
し
た
り
、

制
度
を
改
め
る
よ
う
意
見
表
明

し
ま
す
。

〈
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は 

次
の
方
で
す
〉

▽　

坂
井
愛
さ
ん（
弁
護
士
）

▽　

藤
田
太
郎
さ
ん（
弁
護
士
）

〈
寄
せ
ら
れ
た 

苦
情
相
談
等
は　

件
〉

１２

　

平
成　

年
度
中
に
福
祉
オ
ン

２７

ブ
ズ
マ
ン
が
対
応
し
た
苦
情
相

談
等
は
、
面
接
に
よ
る
も
の
が

　

件
で
し
た
。

１２
　

そ
の
内
容
は
、
高
齢
者
福
祉

２
件
、
障
が
い
者
福
祉
５
件
、

児
童
福
祉
４
件
、
生
活
保
護
１

件
で
し
た
。

　

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

苦
情
等
の
内
容
を
丁
寧
に
聴
く

と
い
う
姿
勢
で
の
対
応
を
心
が

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
応
じ

て
申
立
人
へ
の
説
明
や
助
言
、

市
の
担
当
部
門
等
へ
の
照
会
等

を
行
い
、
苦
情
の
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。

〈
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン 

制
度
の
ご
利
用
を
〉

【
直
接
お
越
し
の
場
合
】

　

原
則
と
し
て
、
水
曜
日
の
午

後
１
時
～
５
時
に
、
福
祉
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
事
務
局
（
市
役
所
第

二
庁
舎
８
階
）
の
相
談
室
で
福

祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
直
接
面
談

し
て
、
苦
情
等
を
お
聴
き
し
ま

す
。

　

な
お
、
水
曜
日
以
外
の
日

は
、
事
務
局
職
員
が
予
約
を
受

け
付
け
て
、
日
程
を
調
整
し
ま

す
。

【
電
話
な
ど
に
よ
る
場
合
】

　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
手
紙
等

で
も
苦
情
や
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
後
日
、
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
に
直
接
申
し
立
て
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
合
先　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情

調
整
委
員
事
務
局
（
〒　

儿
８

１８４

５
０
４
住
所
不
要
☎ 

＝　

儿
０４２

　

儿
１
２
２
５
）

３８３

FAX

平成27年度
福祉サービ福祉サービスス
苦情調整委苦情調整委員員
制度の運営状制度の運営状況況

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
育
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
）
ま
た

は
在
園
す
る
幼
稚
園
等
で
配
布
す

る
補
助
金
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
請
方
法　

平
成　

年
７
月
１
日

２８

現
在
、
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て
い

る
場
合
は
、
幼
稚
園
等
を
通
じ
て

申
請
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
各

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
１
月
１
日
現

２８

在
、
小
金
井
市
に
住
民
票
が
な
か

っ
た
方
は
、
平
成　

年
度
市
民
税

２８

課
税（
非
課
税
）証
明
書
ま
た
は
納

税
通
知
書
の
写
し
も
必
要
で
す
。

※　

７
月
２
日
以
降
に
入
園
す
る

場
合
は
、
保
育
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
６
）

３８７

 
と　

き　

７
月　

日
（
火
）
午
前

１２

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

内　

容　

ミ
ニ
ト
ー
ク
「
離
乳
食

の
話
」、
ふ
れ
合
い
あ
そ
び
、
保
護

者
交
流

対　

象　

平
成　

年
８
月
～
平
成

２７

　

年
４
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
保

２８護
者

申
込
方
法　

当
日
直
接
同
保
育
園

へ
。

問
合
先　

同
保
育
園
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
０
７
７
０
）

６０

  
〈
育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
〉

　

出
産
直
後
で
あ
っ
て
介
助
す
る

市
立
け
や
き
保
育
園

な
の
は
な
ひ
ろ
ば

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
の
ご
紹
介

方
が
い
な
い
家
庭
や
多
胎
の
家

庭
、
育
児
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

家
庭
に
対
し
、
相
談
に
応
じ
な
が

ら
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
出
産
・
退

院
後
２
か
月
以
内
の
方

費　

用　

１
時
間
千
円
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
は
無
料
）

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

※　

申
請
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

〈
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〉

　

保
護
者
の
方
が
、
傷
病
、
看

護
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
、
育
児
疲

れ
、
育
児
不
安
な
ど
で
、
子
ど
も

を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
と
き
に
、
市
が
指
定
す
る
児
童

養
護
施
設
で
短
期
間
（
宿
泊
）
、

子
ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
か
ら
現
在
通
っ
て

い
る
市
内
の
保
育
園
や
学
校
へ
の

送
迎
も
可
能
で
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
２
歳
～
小

学
生

費　

用　

１
泊
３
千
円
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
は
無
料
）
。
そ
の

他
実
費
負
担
あ
り

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

※　

申
請
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

〈
虐
待
相
談
〉

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
「
虐
待
か 

な
？
」
と
思
う
よ
う
な
出
来
事
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※　

虐
待
に
当
た
ら
な
い
場
合
で

も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

虐
待
通
報
専
用
電
話　

☎　

儿　
０４２

３２１

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時

フ
ァ
ク
ス
相
談　
 
　

儿　

儿
３

０４２

３２１

１
９
０

※　

緊
急
時
は
、
児
童
相
談
所
全

国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
☎ 
１
８
９ 
）

い 
ち 
は 
や 
く

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
つ
な
が

ら
な
い
場
合
は
（
☎
０
５
７
０

儿　

儿　

）
へ
。

０６４

０００
們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井
北

１８４

町
５
儿　

儿　

☎　

儿　

儿
３
１

１８

１８

０４２

３２１

６
１ 
　

儿　

儿
３
１
９
０
）

０４２

３２１

  　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）
午
前

１６

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

７
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

FAX

FAX
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

 　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
８
月
以
降
の
サ
ー

２７

ビ
ス
利
用
分
か
ら
、
一
定
以
上
の

所
得
を
有
す
る
方
は
介
護
保
険
の

負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
計
所
得
金
額
が　

万
円
未
満

１６０

の
方
お
よ
び　

万
円
以
上
で
あ
っ

１６０

て
も
、
世
帯
内
の
第
１
号
被
保
険

者
の
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計

所
得
金
額
が
単
身
で　

万
円
、
２

２８０

人
以
上
で　

万
円
未
満
の
場
合
は

３４６

１
割
負
担
の
ま
ま
で
す
。
そ
れ
以

外
の
方
が
２
割
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

認
定
者
全
員
に
対
し
て
７
月
中

旬
に
負
担
割
合
を
記
載
し
た
負
担

割
合
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
２
）

０４２

３８７

 　

都
で
は
、
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
貸
付
事
業
と
し
て
、
中
学
校

３
年
生
・
高
校
３
年
生
ま
た
は
こ

れ
に
準
じ
る
お
子
さ
ん
が
い
る
一

定
所
得
以
下
の
世
帯
に
学
習
塾
等

受
講
料
お
よ
び
高
校
・
大
学
等
受

験
料
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

高
校
・
大
学
等
に
入
学
す
る

と
、
申
請
に
よ
り
貸
付
金
の
返
済

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

貸
付
内
容
、
対
象
要
件
な
ど
の

詳
細
は
、
受
付
窓
口
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
・
受
付
窓
口　

社
会
福
祉
協

議
会
（
☎　

儿　

儿
０
２
９
５
）

０４２

３８６

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

介
護
保
険
の
負
担
割
合
証

の
発
行

学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金

高
校
・
大
学
等

受
験
料
貸
付
金

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

  　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
同
士
、
悩
み
や
不
安
を
語

り
合
い
、
専
門
の
先
生
の
助
言
を

交
え
な
が
ら
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）
午
後

３０

認
知
症
家
族
の
集
い

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
C

会
議
室

講　

師　

五
島
シ
ズ
さ
ん
（
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ

ー
客
員
上
級
研
究
員
）

対　

象　

認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
緑
寿

園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

４６２

１
２
０
６
）
へ
。

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
４
月
分

【
一
般
寄
附
】

▽　

万
２
千　

円
＝
福
祉
マ
ッ
サ

２２

７４

ー
ジ
会　

▽　

万
円
＝
小
金
井
饂

１８

飩
倶
楽
部　

▽
３
万
５
千　

円
＝

４９７

善善
意意
のの

輪輪

株
式
会
社
い
な
げ
や　

▽
５
千　
６４２

円
＝
ち
ょ
こ
っ
と
募
金
箱
１
件

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽
千　

円
＝
本
町
六
丁
目
第
二
町

３５９

会◆
桜
町
市
民
い
こ
い
の
家
の
た
め

に▽
１
万
３
千　

円
＝
桜
町
市
民
い

６１５

こ
い
の
家
募
金
箱

◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
９
千　

円
＝
社
会
奉
仕
団
体
連

８０

絡
協
議
会

 

　

小
・
中
学
校
施
設
の
一
部
を
、

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
開
放

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や

会
議
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
学
校
教
育
活
動
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

開
放
時
間　

▽
月
曜
～
金
曜
日
＝

午
後
６
時
～
９
時　

▽
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
等
＝
午
前
９
時
～
午
後

９
時

開
放
施
設
・
定
員

▽ 

第
二
小
学
校
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

１
１
４
２
）＝
会
議
室
（　

人
）

４０

▽ 

第
二
中
学
校
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

１
１
６
２
）
＝
会
議
室
（　
３０

人
）
、
視
聴
覚
室
（　

人
）
、

３０

和
室
（　

人
）

１０

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
構
成
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

どそ
の
他　

事
前
に
庶
務
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
）
で
の
登
録
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
社

会
教
育
関
係
団
体
等
に
登
録
し
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法　

利
用
の
１
か
月
前
～

２
日
前
に
、
直
接
、
各
学
校
へ
。

問
合
先　

庶
務
課
施
設
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
１
）

３８７

 　

私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て
い

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
に
、
入
園

料
、
保
育
料
の
範
囲
内
で
、
就
園

奨
励
費
・
保
護
者
補
助
金
を
支
給

し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、
お
子
さ

ん
が
私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
し
て

い
る
方

支
給
金
額　

平
成　

年
度
の
市
民

２８

税
額
に
応
じ
て
支
給
金
額
が
異
な

私
立
幼
稚
園
等

就
園
奨
励
費
・

保
護
者
補
助
金
を
支
給

学
校
施
設

学
校
施
設
をを

開開
放放
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健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を 

ご
存
じ
で
す
か
？

　

最
近
、
植
物
が
持
つ
香
り
や 
様 さま

 
 々
な
働
き
が
、
健
康
に
役
立
つ
と

ざ
ま言

わ
れ
て
い
ま
す
。
植
物
の
香
り

に
は
、
天
然
の
化
学
成
分
が
含
ま

れ
て
お
り
、
体
の
様
々
な
症
状
に

穏
や
か
に
作
用
し
ま
す
。
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
は
植
物
の
香
り
や
成
分

を
抽
出
し
た
精
油
（
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
オ
イ
ル
）
に
よ
り
、
心
身
の

ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
「
芳
香
療

法
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

香
り
の
成
分
は
鼻
か
ら
取
り
込
ま

れ
、
嗅
神
経
を
介
し
て
、
本
能
や

情
動
を 
司 
る
大
脳
辺
縁
系
、
自
律

つ
か
さ
ど

神
経
や
ホ
ル
モ
ン
、
免
疫
を
調
整

す
る
視
床
下
部
へ
と
伝
わ
り
ま

す
。
香
り
を 
嗅 
ぐ
と
、
自
分
で
も

か

意
識
し
な
い
う
ち
に
感
情
が
変
化

し
た
り
、
体
調
に
変
化
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
使
用
す
る

精
油
に
は　

種
類
以
上
あ
り
、
個

３００

々
に
様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の

時
々
の
気
分
に
合
わ
せ
て
自
分
が

「
い
い
な
」
と
思
う
香
り
を
選
ぶ

こ
と
で
す
。
以
前
、
産
後
に
入
院

中
の
お
母
さ
ん
方
へ
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。　

種
類
ほ
ど
の
香

２０

り
の
中
か
ら
、
好
き
な
香
り
を
選

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ラ
ベ
ン
ダ

ー
や
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
を
選
ば
れ
る
方

が
多
く
、
結
果
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
母

乳
分
泌
量
の
増
加
し
た
方
が
多
数

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
精
油
の
相
乗
効

果
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
は
自
分
が
心
地
良
い
と
感

じ
る
香
り
は
、
そ
の
時
の
自
分
に

必
要
な
効
能
の
精
油
だ
と
い
う
こ

と
も
多
い
の
で
す
。
あ
ま
り
考
え

す
ぎ
ず
、
そ
の
時
に
好
き
な
香
り

を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
が
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
を
最
も
発
揮

で
き
る 
秘  
訣 
で
す
。
専
門
店
に
は

ひ 

け
つ

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
常
駐
し
て

い
ま
す
の
で
精
油
の
相
談
や
使
用

方
法
を
相
談
さ
れ
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。　

　

小
金
井
市
医
師
会

岡
宮　

久
明

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症症症症症症症熱中症にににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意ご注意ををををををををををををををををを熱中症熱中症ににご注意ご注意をを

 

【暑さを避ける】
　気温や湿度が高い日は適度に扇風機
やエアコンを使いましょう。遮光カー
テン、すだれ、打ち水を利用すること
も有効です。また、外出する際は日傘
や帽子で直射日光を避けるよう心がけ
ましょう。
【服装を工夫する】
　通気性のよい素材のものを選び、襟

予防のポイント

元をなるべく緩めるなど、通気をよく
しましょう。
【こまめに水分補給をする】
　体温を下げるためには、しっかりと
汗をかくことが重要です。失った水分
と塩分は十分に補給しましょう。
【体調を考慮する】
　二日酔い、風邪、寝不足、食事を取
っていないなどの状態では、暑いとこ
ろでの活動を控えましょう。
 

　熱中症は早い段階での対応が重要で
す。症状が現れたら、適切に処置しま
しょう。
渇　エアコンが効いている室内や風通
しのよい日陰など、涼しい場所へ避
難する。

渇　衣服をゆるめ、からだを冷やす。
（特に、首の周り、 脇 の下、足の付

わき

け根など）
渇　水分・塩分を補給する。
渇　自力で水が飲めない、意識がない
などの場合は、すぐに救急車を呼ぶ。

応急処置

　熱中症は、高温多湿な環境に長くい
ることで、徐々に体の水分や塩分のバ
ランスが崩れ、体温調節機能がうまく
働かなくなり、体内に熱がこもった状
態を指します。屋外だけでなく室内に
いるときにも注意が必要です。目ま
い、立ちくらみ、手足のしびれ、吐き
気などの症状がみられ、重症化すると
命にかかわることもあります。なお、
高齢者は暑さや水分不足に対する感覚
機能が低下しており、暑さに対するか
らだの調整機能も低下しているので、
特に注意が必要です。
問合先　健康課

%
%

%
%
%
%

　６５歳以上の要支援・要介護
認定を受けていない方に、健
康づくりやもの忘れ予防に役
立つ情報のご案内や相談を行
います。（１人３０分程度）

とき・ところ等　下表のとお
り
申　込　７月１日から、電話
で各地域包括支援センター
へ。

介護予防相談会

ところ・申込先と　き対象地域
小金井きた地域包括支援
センター
（☎０４２−３８８−２４４０）

７／１４（木）
１３：３０〜１５：３０

梶野町、関野町、
本町２・３丁目、
桜町１・３丁目

小金井にし地域包括支援
センター
（☎０４２−３８６−７３７３）

　／２１（木）
１０：００〜１２：００

本町４・５丁目、
桜町２丁目、貫井
北町

小金井ひがし地域包括支
援センター
（☎０４２−３８６−６５１４）

　／２１（木）
１３：３０〜１５：００

東町、中町、本町
１丁目

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

〈ボランティアスタッフ 
募集〉

内　容　ポスターのデザイン
作成および掲示作業、会場設
営など
対　象　市内在住・在勤・在
学の方
申込方法　７月２９日までに、
電話またはファクスで住所・
氏名・年齢・電話番号を自立
生活支援課障害福祉係へ。

〈イベント企画アイデア 
募集〉

　１２月３日（土）に小金井　
宮地楽器ホール小ホールで開
催されるイベントの企画アイ
デアを募集します。応募方法
等詳しくはお問い合わせくだ
さい。
募集内容　障がいに理解を深
めることをテーマとしたイベ
ントの企画アイデア

応募期限　７月２９日（金）
その他　企画アイデアが採用
された方は、障害者週間実行
委員会で詳細を説明していた
だく場合があります。

害害◇共　通◇害害
主　催　障害者週間実行委員
会
問合先　自立生活支援課障害
福祉係（☎０４２−３８７−９８４８ 
０４２−３８４−２５２４）

FAX

　市では、毎年１２月３日～９日を障害者週間と定め、さまざまな行事を開催しています。今年
度実施する障害者週間にボランティアスタッフや企画アイデアなどで参加しませんか。

平成28年度障害者週間のボランティア
スタッフとイベントの企画アイデアを募集

　

市
で
は
、
骨
髄
・
末 
梢 
血
幹
細

し
ょ
う

胞
移
植
の
推
進
お
よ
び
ド
ナ
ー
登

録
者
の
増
加
を
図
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①
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■公立昭和病院第１８回市民公開講座　
７月３０日（土）午後２時３０分～４時／ル
ネこだいら（西武新宿線小平駅南口）／
大腸がんの内視鏡的治療＝浦牛原幸治さ
ん（同病院内視鏡科副部長）、大腸がん
の外科治療＝板橋哲也さん（同病院外
科・消化器外科医長）、寝たきりになら
ないロコモ予防＝西野敏温さん（西野整
形外科院長）／当日直接会場へ／同病院
医事課医事管理係（☎０４２－４６１－００５２）
■東京学芸大学公開講座・親子で学ぶ天
気図講座　８月３日（水）午前１０時～午
後０時１５分／同大学／夏休みの自由研究
に。はじめての方にも分かりやすく教え
ます／佐藤尚毅さん（同大学准教授）／
２０組／２,０００円／７月１３日までに、ホー
ムページ（http://www.u-gakugei.ac.jp 
/seminar/）を参照のうえ、同大学（☎０４２
－３２９－７１１９）へ。
■東京農工大学公開講座・錯視立体を作
ろう　８月３日（水）午後１時３０分～４
時３０分／同大学小金井キャンパスＢＡＳ
Ｅ本館／目の錯覚を利用した不思議な画
像や立体の紹介および工作／小学校３～
６年生（保護者同伴可）／３０人／無料／
申し込みは、ホームページ（http://ww 
w.tuat.ac.jp/social/koukaikouza/201

6/base2016/index.html）を参照／同大
学（☎０４２－３８８－７１４３）
■夏休み処分場バス見学会　８月５日
（金）、１９日（金）／多摩地域在住の小学校

４～６年生（１８歳以上の保護者同伴）、多
摩地域在住・在勤・在学の中学生以上の
方／各日４０組８０人（多数抽選）／５００円／
７月１９日までに要事前申込。詳細は、東
京たま広域資源循環組合ホームページ
（http://www.tama-junkankumiai.com/）
で。／同組合（☎０４２－５９７－６１５２）
■夏季・野川生きもの観察会　８月７日
（日）午前１０時～正午／都立野川公園自然
観察センター前／湧水を活用して作った
小川の生きもの観察と補修体験／５０人
（多数抽選）／無料／小学校３年生以下は
保護者同伴／７月１５日（必着）までに、郵
送またはファクスで都北多摩南部建設事
務所（〒１８３－０００６府中市緑町１－２７－
１☎０４２－３３０－１８４５ ０４２－３６９－３８９０）
へ。
■屋外広告物講習会　８月２３日（火）、２４
日（水）午前９時２０分～午後４時４５分（２４
日は３時４５分まで）／都社会福祉保健医
療研修センター／都内で屋外広告業を営
む方または営もうとしている方／１５８人
（申込順）／４,９００円（別途テキスト代）／
７月１１日～１５日に、申込書（都都市整備
局緑地景観課、市道路管理課で配布）に
受講手数料を添えて、都緑地景観課（都
庁第二本庁舎２１階☎０３－５３８８－３３３５）へ。
■自衛消防訓練発表会　９月８日（木）
／都立小金井公園江戸東京たてもの園前
広場／初期消火や避難誘導などの日ごろ
の自衛消防訓練を披露する発表会／事前
説明会＝７月２２日（金）、小金井消防署
で。／同署（☎０４２－３８４－０１１９）
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●小金井史談会歴史見学写真展　７月１
日（金）～５日（火）午前１０時～午後５時／
小金井　宮地楽器ホールマルチパーパス
スペース／史跡探訪見学会の写真展／小
金井史談会・塚田（☎０８０－１３６８－０６３０）
●小金井ファーマーズ・マーケット夏の
感謝祭　７月２日（土）午前９時～午後
４時／ＪＡ東京むさし小金井ファーマー
ズ・マーケット（本町１－１３－６）／特
別価格にて小金井産農産物（野菜、花、
植木）の販売、友好ＪＡ商品販売、小金井
農業後継者による模擬店。安全安心の小
金井産農産物の販売イベント／同マーケ
ット（☎０４２－３８５－３２８１）
●こどもディベート教室　７月２日（土）
午前１０時～正午、６日（水）・８日（金）午
後４時～６時／ＣＯ－舎（本町１－６－
１１）／瀧川亮さん（ディベートコーチ）／
小学校４～６年生程度／１０人／１回
２,５００円／申込方法等詳細はホームペー
ジ（http://co-sha.net/）で／株タウンキ
ッチン（☎０４２２－３１－２０４０死co-sha@to 
wn-kitchen.com）
●小金井雑学大学　①マンション管理組
合の防災対策＝７月３日（日）、前原暫
定集会施設Ｂ会議室、市川貴久さん（マ
ンション管理士）②なぜ和食は世界的ブ
ームになったか＝７月１７日（日）、前原
暫定集会施設Ａ会議室、國米家己三さん
（元・新聞記者）／いずれも午後２時～
４時／１００円（資料代）／当日直接会場へ
／田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●「遺言と相続」無料セミナー　７月８
日（金）午前９時２０分～１１時４０分／小金
井　宮地楽器ホール練習室２・３／自筆
証書遺言の正しい書き方を行政書士が解
説。遺言書の不安や疑問を解決します／
２６人（申込順）／無料／紙とペン持参／
７月１日～６日に、電話またはＥメール
で遺言と相続をサポートする行政書士の
会・千葉（☎０４２－３０１－００６４死info@ha 
kenomichi.com）へ。
●法律・登記・後見無料相談会　７月９
日（土）午後１時３０分～４時３０分（受け
付けは４時まで）／小金井　宮地楽器ホ
ールマルチパーパススペース／相続、登
記、民事事件、成年後見等について司法
書士が相談に応じます／６０人（当日先着
順）／無料／主催＝東京司法書士会府中
支部／近藤誠司法書士事務所（☎０４２－
５０１－２１５１）
●こがねいだれでも朗読会　７月１５日
（金）午後０時３０分～４時３０分／市民会

館・萌え木ホールＡ会議室／市内朗読サ
ークル等で活動する人たちの発表会／６６
人（当日先着順）／無料／こがねいだれ
でも朗読会実行委員会・千葉（☎０４２－
３０１－８１８６）
●水環境と子どもへの影響　７月１６日
（土）午前１０時～午後０時３０分／前原暫定
集会施設Ａ会議室／汚れを落とす水の力
を学びませんか。面白い実験もあります
／吉野輝雄さん（国際基督教大学名誉教
授）／５０人（当日先着順）／３００円（資料代）
／多摩きた生活クラブ生協小金井石けん
ポイント・能勢（☎０４２－３８３－６８４４）
●ｎｏｎｏｗａマーケット　７月１６日（土）、
１７日（日）午前１０時～午後４時／コミュ
ニティステーション東小金井広場（梶野
町５丁目）／多摩・武蔵野エリアの食の
魅力が大集結。朝採れの新鮮な地場野菜
やスイーツ、地ビールなどを販売します
／株ＪＲ中央ラインモール（☎０４２－３１６
－４４１７）
●第７８回はけの森調査会・夏のトンボ
をさがそう！　７月１７日（日）都立野川
公園入口（二枚橋）午前９時３０分集合～
同公園内わき水広場正午解散（雨天中
止）／トンボや水生昆虫を中心に夏の生
きもの観察／１００円（資料代等）／水筒、
帽子、観察用具（虫・魚網、虫入れ等）
水の中を歩く靴等を持参／当日直接集合
場所へ／はけの森調査隊・大橋（☎０４２
－３８３－０２７２）
●第２回カブト虫相撲大会小金井場所　
７月１７日（日）午前１０時から／公民館緑
分館学習室Ａ・Ｂ／かぶとむしの雄を持
ち寄って相撲大会を開催／１００人（多数
抽選）／無料／７月１日～１２日にファク
スで住所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、ＮＰＯ法人小金井桜を復活する会・
日並（☎ ＝０４２－３５２－３１５５）へ。
●中央大学文化講演会　「フィンテック
とは何か－暮らしを変える金融技術の最
前線」　 ７月１７日（日）午後１時１０分か
ら／市民会館・萌え木ホール／野村修也
さん（同大学法科大学院教授）／市内在
住・在勤・在学の方／９０人（当日先着
順）／無料／共催＝同大学学員会小金井
支部／同大学文化講演会事務局・斉藤
（☎０４２－３８１－０２１２）
●熊本チャリティみんなが元気になるコ
ンサート　７月１８日（祝）午前１０時１５分
開演（１０時開場）／小金井　宮地楽器ホ
ール小ホール／声楽とピアノでディズニ
ー、クラシック・オペラほか。レクチャ
ー付き／林田さつきさん（声楽家）、直
井紀子さん（音楽講師）／１５０人（当日先
着順）／無料／（一社）はじめてピアノ

FAX

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

の会・直井（☎０４２－３１６－４２５０）
●ＮＩＣＴ夏休み特別公開　７月２１日
（木）、２２日（金）午前９時３０分～午後５時
（入場は４時３０分まで）／国立研究開発
法人情報通信研究機構小金井本部（貫井
北町４－２－１）／研究活動を紹介する
見学ツアー、南極郵便、体験コーナーほ
か／無料／詳細は、ホームページ（http 
://www.nict.go.jp/）で／同機構広報部
（☎０４２－３２７－５３２２）
●講演会「見えない放射能汚染を可視化
する－２６年間の小金井の放射能測定か
ら」　 ７月２４日（日）午前１０時～正午／
公民館貫井北分館学習室Ａ・Ｂ／放射能
測定の意義について／小豆川勝見さん
（東京大学助教）／５０人（当日先着順）
／無料／キッズスペースあり／市放射能
測定器運営連絡協議会・香田（☎０４２－
３８４－００５３）
●親と子のふれあいベビーケアマッサー
ジ＆スキンケア　７月２７日（水）午前１０時
～１１時３０分／愛の園保育園／乾燥しやす
い赤ちゃんの肌のスキンケアについても
学びます／２～４か月の乳児と保護者／
１０組（申込順）／無料／７月１日～２２日に、
電話で同保育園（☎０４２－３２５－１０４５）へ。
●光る泥だんご作り　芯作り＝７月３０日
（土）（雨天＝３１日）午前９時３０分～午後０
時３０分、整形・磨き＝８月２３日（火）、２４
日（水）（雨天＝２５日）いずれも午前１０時
～午後４時の１時間程度／都立武蔵野公
園くじら山／指導は左官職人／小学生以
上／４０人（申込順）／１,５００円／水筒、タ
オル、帽子ほか／７月１日～１５日に電話
でＮＰＯこがねい子ども遊パーク・松下
（☎０９０－３８０５－１３２１）へ。
 

●夏休み子供会向けラジオ体操指導者講
習会　７月１６日（土）午前９時３０分～１１
時３０分／本町小学校体育館／夏休みラジ

オ体操指導者の養成を行います／子供会
世話人の保護者、小学校４～６年生／無
料／体育館履き、タオル持参／当日直接
会場へ／市ラジオ体操会連盟・須田（☎
０４２－４７８－１３７５）
●歩きませんか国府から国分寺への参道
口を通ってビール工場前まで　７月１７日
（日）雨天実施／ＪＲ東小金井駅南口午前
６時、市役所本庁舎６時３０分、貫井大橋
６時４５分集合～９時４５分ごろビール工場
正門前（府中市）解散（距離約７.８㎞）／
２００円／当日直接各集合場所へ／水筒等
持参／市ウオーキング協会・浜薗（☎
０４２－３８１－２２００）
●ジュニア弓道教室　７月２５日（月）～
２７日（水）、８月１日（月）～３日（水）、
いずれも午前８時３０分～正午（全６回）
／小金井神社弓道場（中町４丁目）／市
弓道連盟指導員／中・高校生／２０人（申
込順）／無料／弓道具貸与／都ジュニア
育成地域推進事業／７月１日～２１日に、
電話で市弓道連盟・東（☎０９０－６５４９－
２７３３）へ。
●中学生サッカー体験練習会　７月２８日
（木）午前９時～１１時／上水公園運動施
設グランド／ＦＣアンビシオン専属コー
チ／中学校１・２年生／１０人（申込順）
／詳細はホームページ（http://fc-ambic 
ion.com/）で／７月１日～２７日に、電話
またはＥメールでＮＰＯ法人ＦＣアンビ
シオン（☎０４２－３８８－９２５４死fc.ambicio 
n@gmail.com）へ。
●ママエクササイズ　８月１９日～１０月２８
日の毎週金曜日午前１０時～１０時５０分（９
月３０日を除く）／総合体育館／お子さん
連れで参加できます／２０人（多数抽選）／
７,５００円（全１０回分）／７月１９日（必着）
までに、往復はがきまたはＥメールに住
所・氏名・年齢・電話番号を明記し、黄
金井倶楽部「Ｍ係」（〒１８４－０００５桜町２
－２－３１☎０４２－４０６－２２８０死npo.kogan 
ei-club@jcom.home.ne.jp）へ。

三宅村 夏の催三宅村　夏の催しし

%
%

%
%
%
%

　７月に、江戸時代から続く伝統行事
である「 牛  頭  天  王  祭 」と、夏の風物詩

ご ず てん のう さい

となっている夏祭り「第２２回マリンス
コーレ２１フェスティバル」が行われま
す。ぜひ、お訪ねください。

と　き　７月１７日（日）＝牛頭天王祭、
３０日（土）、３１日（日）＝第２２回マリ
ンスコーレ２１フェスティバル
問合先　三宅村観光産業課観光商工係
（☎０４９９４－５－０９２０）

牛頭天王牛頭天王祭祭
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第62回
小金井の四季の観光写真展

　「小金井の四季の観光写真コンクール」の入賞作品
２６点を展示します。入賞作品すべてに審査員の寸評が
付きます。ぜひ、ご鑑賞ください。
と　き　７月１５日（金）～２２日（金）午前９時３０分～
午後５時（１５日は午後２時から。２２日は午後４時ま
で。１９日は休館日）
ところ　小金井　宮地楽器ホール１階マルチパーパス
スペース
問合先　市観光まちおこし協会（☎０４２−３１６−３９８０）

第　

回
小
金
井
の
四
季
の
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

６２
「
推
薦
」
受
賞
作
品

「
貫
井
神
社
山
車
巡
行
」　

阿
部
勇
一
さ
ん

 　

小
金
井
市
は
、
三
多
摩
地
域
の

各
市
と
と
も
に
日
の
出
町
に
あ
る

二
ツ
塚
処
分
場
に
ご
み
の
最
終
処

分
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
最
終
処
分
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
日
の

出
町
の
皆
様
と
ご
み
を
搬
入
し
て

い
る
小
金
井
市
の
市
民
が
交
流

し
、
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
三
多
摩
は
一
つ

な
り
交
流
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
火
）
雨
天

２６

実
施

行　

程　

午
前
７
時　

分
リ
サ
イ

４５

ク
ル
事
業
所
集
合
～
二
ツ
塚
処
分

場
～
生
涯
青
春
の
湯
つ
る
つ
る
温

泉
（
入
浴
と
昼
食
）
～
午
後
５
時

ご
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
解
散

三
多
摩
は
一
つ
な
り

交
流
事
業
参
加
者
募
集

※　

バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

参
加
費　

無
料
（
入
浴
と
昼
食

込
）

そ
の
他　

保
険
加
入
等
の
た
め
、

参
加
者
名
簿
を
日
の
出
町
お
よ
び

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
に

提
出
し
ま
す
。

申　

込　

７
月　

日
（
消
印
有

１１

効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ご
み

対
策
課
清
掃
係
（
〒　

ー
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

５
）
へ
。

 　

食
品
リ
サ
イ
ク
ル 
堆 
肥
で
育
て

た
い

た
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
し
て
、
資

源
循
環
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

７
月　

日
（
月
）
午
前

１１

　

時
～　

時　

分
（
９
時　

分
受

１０

１１

３０

４５

野
菜
の
収
穫
体
験

け
付
け
開
始
）

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
環
境
教

育
実
践
施
設
内
実
験 
圃 
場

ほ

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ
。

３８７

 
と　

き　

７
月　

日
（
火
）
午
前

２６

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

梶
野
町
２
儿　

付
近

１４

対　

象　

市
内
在
住
の
中
学
生
以

下
の
親
子

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

収
穫
数
１
組　

本
ま
で

１０

申　

込　

７
月
４
日
か
ら
、
電
話

で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
８
２
）
へ
。

３８７
 　

日
々
の
生
活
に
便
利
な
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
使
え

る
活
用
術
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

親
子
で
ナ
ス
の
収
穫
を

し
ま
せ
ん
か

消
費
者
講
座

一
か
ら
学
ぶ
ス
マ
ホ
・
ネ

ッ
ト
安
全
活
用
術

し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
水
）
午
後

２０

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

講　

師　

山
田
英
史
さ
ん
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
会
社
部
長
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
 　

外
国
の
方
と
日
ご
ろ
交
流
す
る

き
っ
か
け
の
な
い
方
も
、
気
軽
に

異
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
時

間
に
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　

７
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

商
工
会
館
２
階
会
議
室

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

文
化
推
進
係
（
☎　

儿　

儿
９
９

０４２

３８７

２
３
）

 　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
３
～

５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

１
人
５
分
間
で
お
薦
め
の
本
を
発

表
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
の
投

票
で
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
を

選
出
す
る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

と　

き　

８
月
６
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

テ
ー
マ　

お
休
み

対
象
・
定
員　

▽
発
表
者
＝
小
学

生
以
上
の
方　

人
（
申
込
順
）
▽

１０

観
覧
者
＝
小
学
生
以
上
の
方　

人
４０

（
当
日
先
着
順
）

そ
の
他　

発
表
者
は
申
込
時
に
紹

介
す
る
本
（
市
立
図
書
館
の
蔵
書

第
４
回
小
金
井
市
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

本
と
人
が
巡
り
会
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

第
７
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

の
み
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 　

気
候
風
土
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ

ー
マ
に
し
た
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。
制
作
物
の
内
容
は
、
季
節
に

応
じ
て
、
２
か
月
ご
と
に
変
更
し

ま
す
。

と　

き　

毎
週
水
曜
日
午
前　

時
１０

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

環
境
楽
習
館

制
作
物　

し
ず
く
の
モ
ビ
ー
ル
・

す
だ
れ
編
み
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト

費　

用　
　

円
（
材
料
費
等
）

３００

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

そ
の
他　

４
人
以
上
で
の
参
加
は

事
前
に
環
境
政
策
課
へ
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

不
要
に
な
っ
た
雑
誌
な
ど
か
ら

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
切
り
抜
き
、

画
用
紙
に
自
由
に
貼
っ
て
作
品
を

作
り
上
げ
ま
す
。　　

と　

き　

８
月
７
日
（
日
）
午
後

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 
〈
①
き
た
ま
ち
和
体
験 

は
じ
め
て
の
茶
道
・
華
道
〉

　

茶
道
で
は
、
基
本
的
な
作
法
を

学
び
、
華
道
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

環
境
楽
習
館

水
曜
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク

（
７
・
８
月
）

コ
ラ
ー
ジ
ュ
体
験
教
室

公
民
館
貫
井
北
分
館

若
者
コ
ー
ナ
ー

ル
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
生
け
方
を
学

び
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
木
）
茶
道

２８

＝
午
前　

時
～
正
午
、
華
道
＝
午

１０

後
１
時
～
３
時

講　

師　

杉
山
宗
恭
さ
ん
（
市
文

化
連
盟
茶
道
部
会
員
）
、
宮
澤
香

蓉
さ
ん
（
同
連
盟
華
道
部
会
員
）

参
加
費　

千
円
（
材
料
費
）

※　

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
参
加
の

場
合
は　

円
５００

〈
②
出
会
い
は
学
び 

き
た
ま
ち
ス
ク
ー
ル 

一
日
声
優
体
験
講
座
〉

　

プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
講

師
の
方
か
ら
、
基
礎
的
な
指
導
を

受
け
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
像
に

合
わ
せ
て
声
優
体
験
を
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
４
日
（
木
）
午
前

　

時
～
午
後
３
時

１０講　

師　

沙
倉
え
み
さ
ん
（
ナ
レ

ー
タ
ー
）

〈
③
出
会
い
は
学
び　

き
た

ま
ち
ス
ク
ー
ル　

ス
テ
キ

な
チ
ー
ム
の
つ
く
り
方
〉

　

学
校
や
学
年
を
超
え
た
参
加
者

が
、
課
題
解
決
型
ゲ
ー
ム
で
チ
ー

ム
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
７
日
（
日
）
午
前

　

時
～
午
後
３
時　

１０講　

師　

小
峰
直
史
さ
ん
（
専
修

大
学
教
授
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
～　

歳
く
ら
い
ま
で

２５

の
方
（
①
は
小
学
生
～　

歳
く
ら

２５

い
ま
で
の
方
）

定　

員　

各　

人
（
申
込
順
）

１６

申　

込　

７
月
４
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 
〈
は
じ
め
て
の「
合
唱
」〉

　

姿
勢
や
声
の
出
し
方
の
基
本
か

ら
歌
い
方
ま
で
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
水
）
、　

１７

２３

日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時
（
全

２
回
）

講　

師　

長
谷
川
冴
子
さ
ん
（
全

日
本
合
唱
連
盟
常
務
理
事
）

費　

用　

２
千
円

〈
は
じ
め
て
の 

「
歌
う
ド
イ
ツ
語
」〉

　

ド
イ
ツ
語
に
つ
い
て
、
歌
い
な

が
ら
楽
し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
土
）
午
後

２０

６
時　

分
～
午
後
８
時　

分

３０

３０

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー

ル
講
座

講　

師　

三
ヶ
尻
正
さ
ん
（
歌
唱

発
音
指
導
者
）

費　

用　

千
円

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

対　

象　

中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

各　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
希
望
講
座
名
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
同
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト

デ
ス
ク
（
☎　

儿　

儿
８
０
９

０４２

３８０

９
）
へ
。

 
と　

き　

９
月
３
日
（
土
）
午
前

８
時　

分
（
現
地
集
合
）

３０

と
こ
ろ　

清
里
丘
の
公
園
清
里
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
（
山
梨
県
北
杜
市
高

根
町
清
里
３
５
４
５
儿
５
）

参
加
費　

１
万
３
千　

円
（
プ
レ

３００

ー
代
・
昼
食
付
）

※　

９
月
３
日
の
宿
泊
代
、
飲
食

代
、保
険
代
、記
念
品
代
金
と
し

て
、
別
途
７
千
円
必
要
で
す
。

そ
の
他　

１
人
で
申
し
込
み
の
場

合
、
宿
泊
は
男
女
別
の
相
部
屋
に

な
り
ま
す
。

申　

込　

７
月
２
日
～
８
月　

日
２０

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
清
里
山
荘（
☎

０
５
５
１
儿　

儿
４
６
４
９ 

０

４８

５
５
１
儿　

儿
４
６
４
６
）
へ
。

４８

清
里
山
荘　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

FAX

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

と　き　７月２３日（土）、２４
日（日）
ところ　同ホール
【夏の定番　おまつりアイテ
ムをつくろう！】
　お面やうちわなどを作って
みましょう。
時　間　午後１時～７時
【こだわりのオリジナルアイ
テムをつくろう！】
　紙皿ヨーヨーや万華鏡など
を作ります。
時　間　午後１時～５時
【ハッピを着てハイ・ポーズ
！記念写真コーナー】
　阿波おどりに参加する連の
はっぴを着て、ご家族で写真
を撮りませんか。

時　間　午後１時～９時
【小金井阿波おどり参加連　
紹介コーナー】

　お気に入りの連を見つけて
みましょう。
時　間　午後１時～９時
【親子で楽しむ−はじめての
「らくご」】

時　間　午後２時から、３時
から（２４日は４時からも開催）
出　演　東京農工大学落語研
究会　ほか
定　員　各回４０人（当日先着
順）
−◇共　通◇−

申込方法　当日直接会場へ。
問合先　同ホール（☎０４２−
３８０−８０７７）

小金井　宮地楽器ホール
小金井阿波おど小金井阿波おどりり
応援イベン応援イベントト

「えんにち「えんにち」」
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%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　「記憶」をテーマにした展覧
会の開催にあたり、皆さんの
エピソードを募集します。昨
年度から３年間の計画で実施
しているワークショップ「小
金井と私　秘かな表現」ディ
レクターのアーティスト、ア
サダワタルさんと市民の有志
メンバーが、応募いただいた
大切な記憶をもとに、新たな
「表現」を創作し、この街に
対する新しい愛着や視点をは
ぐくみます。
募集内容　あなたが住む小金
井で、今はもうないけれど大
切な「モノ」や「場所」につ
いてのエピソード
応募用紙配布場所　コミュニ
ティ文化課（市役所第二庁舎
４階）、公民館各館、図書館
本館・貫井北町分室、NPO法
人アートフル・アクション
（本町６−５−３シャトー小

金井２Ｆ）で配布するほか、
市ホームページからダウンロ
ードできます。
応募方法　７月２０日（必着）
までに、エピソード（１００字
～１５０字）・氏 名・年 齢・性
別・電話番号・メールアドレ
ス・小金井在住歴を明記し、
直接、郵送またはＥメール
で、ＮＰＯ法人アートフル・
アクションへ。
その他　エピソード内容につ
いて、インタビューさせてい
ただく場合があります。
問合先　事業の内容ついて＝
ＮＰＯ法人アートフル・アク
ション（☎０５０−３６２７−９５３１
＝月曜～金曜日午前１０時～午
後５時死mail@artfullacti 
on.net）、芸術文化振興計画
について＝コミュニティ文化
課文化推進係（☎０４２−３８７−
９９２３）

　公民館東分館の利用団体が集まり、年に一度の東セ
ンターまつりを開催します。各種イベントや模擬店も
あります。ぜひ、お立ち寄りください。
とき・内容　右表のとおり　　　
【記念イベント　ヴァイオリンデュオ
　コンサート】
と　き　７月３日（日）午前１０時～１１時３０分
ところ　公民館東分館２階学習室
出　演　デュオドゥフルール
申込方法　当日直接会場へ。

第29第29回回
東東センターまつセンターまつりり
77月月11日（金）〜日（金）〜33日（日日（日））

内　　容と　き

群馬県邑楽町物産展（売り切れ次
第終了）１１：００～　　　

７
／
１
（
金
）

風流江戸芸かっぽれ公演会１３：００～１４：００

作品展示（絵画、絵手紙、ハワイ
アンキルト、つる細工、水墨画、
羊毛作品、工作、版画ほか）

１３：００～１７：００

作品展示（１日と同内容）９：００～１７：００

／
２
（
土
）

喫茶・模擬店（手作りクッキー・
健康コーナーほか）１０：００～１５：００

お茶席（立礼、いす席。席入は
１５：００まで）１０：００～１６：００

囲碁コーナー（ひがし子ども囲碁
教室は正午まで）１０：００～１７：００

リサイクル図書コーナー１０：００～１７：００

めんそーれー沖縄ワールドへⅠ
「獅子舞とエイサー」１２：００～１２：３０

内　　容と　き
ジャズスタンダード生演奏＝田村JC１２：３０～１３：３０

７
／
２
（
土
）

アコースティックギターの弾き語
り＝JULAN１４：００～１５：００

インドネシア舞踊・ガムラン演奏
公演会１５：３０～１６：３０

めんそーれー沖縄ワールドへⅡ
「琉球舞踊と歌・サンシン」１６：３０～１７：３０

作品展示（１日と同内容）９：００～１５：３０

／
３
（
日
）

喫茶・模擬店１０：００～１５：００
邦楽発表会（カラオケ、新舞踊、
民謡、詩吟、合唱）１０：００～１５：３０

リサイクル図書コーナー１０：００～１７：００
おはなし会【対象＝小学生以上、
問合先＝図書館東分室（☎０４２−
３８３−４５５０）】

１１：３０～１２：００

【ダンスパーティー】
キッズダンス
フラダンス
フォークダンス
社交ダンス

１２：００～１２：３０
１３：００～１４：００
１４：００～１６：００
１６：３０～１８：３０

!

#

"

$

%%%%%%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%%%%%%%%%
& &問合先　公民館東分館（☎０４２−３８４−４４２２）

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  
と　

き　

７
月
９
日
～　

日
の
毎

２３

週
土
曜
日
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

（　

～　

分
程
度
）

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
と　

き　

８
月　

日
（
火
）
～　

２３

２５

日
（
木
）
①
午
前
９
時
～　

時
②

１１

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
本
町
作
業
所
（
本
町
６
儿
５
儿

　

）
１６

子

ど

も

お
は
な
し
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

無
料
学
習
教
室

対
象
・
内
容　

①
小
学
校
３
～
６

年
生
＝
算
数
②
中
学
生
＝
英
語
・

数
学
・
国
語

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
会
員

定　

員　

①
②
合
わ
せ
て　

人
３０

（
申
込
順
）

申　

込　

７
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
６
１
４
１
）
へ
。

０４２

３８３

 
と　

き　

７
月　

日
（
水
）
、　

２７

２８

日
（
木
）
午
前
８
時　

分
～
正
午

３０

と
こ
ろ　

図
書
館
緑
分
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
校
５
・
６
年
生

定　

員　

各
日
５
人（
多
数
抽
選
）

申　

込　

７
月
２
日
～　

日
に
、

１５

電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館
緑
分

室（
☎　

儿　

儿
７
３
０
２
）へ
。

０４２

３８７

  
〈
サ
ッ
カ
ー
大
会
〉

と　

き　

９
月
３
日
～　

月　

日

１１

２７

の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
午
前
８
時

小
学
生
の
一
日
図
書
館
員

を
募
集

ス

ポ

ー

ツ

第　

回
６８

市
民
体
育
祭

　

分
～
午
後
５
時

３０と
こ
ろ　

市
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
チ
ー
ム

競
技
部
門　

小
学
校
３
～
６
年
生

の
学
年
別
の
部
、
女
子
の
部

競
技
方
法　

リ
ー
グ
戦
・
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
方
式

監
督
会
議　

７
月　

日
（
祝
）
午

１８

後
７
時
か
ら
、
総
合
体
育
館
会
議

室
で
。

主
管
・
申
込　

７
月
１
日
～　

日
１０

に
、
所
定
の
用
紙
（
総
合
体
育
館

で
配
布
）に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
小

学
部
・
松
田
（
☎　

儿
５
５
４
０

０８０

儿
５
０
８
９ 

０
４
２
２
儿　

儿
３３

５
０
８
９
）
へ
。

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〉

と　

き　

▽
一
般
男
女
・
家
庭
婦

人
の
部
＝
８
月　

日
（
日
）
午
前

２８

９
時
か
ら　

▽
小
・
中
学
生
の
部

＝
９
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら

FAX

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
大
体
育
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

主
将
会
議　

７
月　

日
（
日
）
午

１０

後
４
時
か
ら
、
総
合
体
育
館
で
。

主
管
・
申
込　

７
月
１
日
～　

日
１０

に
、
電
話
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
・
段
（
☎　

儿
６
５
３
８
儿
７

０９０

６
３
６
）
へ
。

〈
水
泳
大
会
〉

と　

き　

９
月
４
日
（
日
）
午
前

８
時　

分
～
午
後
７
時

５０

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
プ
ー
ル

内　

容　

▽
小
学
生
＝　

種
目　

１８

▽
中
・
高
校
生
、
一
般
＝　

種
目

７２

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
登
録
者

主　

管　

市
水
泳
協
会

申
込
方
法　

７
月　

日
（
必
着
）

１９

ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
（
総
合
体

育
館
で
配
布
。
は
が
き
で
も
可
）

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
性
別
・
所
属
（
学
校
名
・
学

年
等
）・
出
場
競
技
種
目
を
明
記

し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
体
育
協

会
「
水
泳
大
会
係
」
（
〒　

儿
０

１８４

０
０
１
関
野
町
１
儿　

儿
１
総
合

１３

体
育
館
内
）
へ
。

問
合
先　

市
水
泳
協
会
・
宮
崎

（
☎　

儿　

儿
９
９
６
５
）

０４２

３８３

〈
剣
道
大
会
〉

と　

き　

９
月　

日
（
日
）
午
前

１１

９
時　

分
～
午
後
５
時

３０

と
こ
ろ　

第
一
中
学
校
体
育
館

内　

容　

▽
小
学
生
＝
各
学
年

別
、
個
人
戦　

▽
中
学
生
＝
各
学

年
別
、
個
人
戦
お
よ
び
団
体
戦

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生

競
技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

主
管
・
申
込
方
法　

７
月　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

（
総
合
体
育
館
で
配
布
ま
た
は
市

剣
道
連
盟
か
ら
取
り
寄
せ
）
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
郵
送
で
同
連

盟
・
古
池
（
〒　

儿
０
０
１
４
貫

１８４

井
南
町
４
儿
１
儿　

）
へ
。

１７

問
合
先　

同
連
盟
・
大
久
保
（
☎

　

儿
５
４
６
７
儿
２
３
８
１
）

０７０

と　

き　

７
月　

日
（
木
）
午
前

２１

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

そ
の
他　

つ
り
銭
や
値
札
等
は
、

出
店
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

平成28年度　小金井市芸術文化振興計画推進事業
「小金井と私  秘かな表現」
市民生活展覧会−想起のボタン

エピソードを募集
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〈大草原の小さな小屋 
小屋作り体験２〉

と　き　８月２１日（日）、２７日（土）＝
宿泊、２８日（日）
ところ　都立武蔵野公園くじら山と
原っぱ
内　容　手作りの小屋に宿泊
対　象　２０歳以上の方を含むグルー
プ、親子（個人での参加も可）
参加費　各日３００円（昼食代）、宿
泊は別途、大人＝１,０００円、子ども＝
５００円（１泊２食）
主　催　わんぱく夏まつりの会
申込方法　７月２９日までに、電話ま
たはＥメールで、参加者全員の氏
名・代表者電話番号・メールアドレ
スを、わんぱく夏まつりの会「小屋
作り体験応募」へ。

〈おやこキャンプ〉
と　き　８月２７日（土）、２８日（日）１
泊２食
ところ　都立武蔵野公園くじら山と
原っぱ、同公園周辺の野川

内　容　遊具遊び、水生生物観察、
木工作、宝さがしなど
参加費　大人＝１,０００円、子ども＝
５００円
その他　渇未成年の方のみでの宿泊
はできません。渇テント数３０張りま
で受け付けます。（多数抽選）
※　テント等の貸し出しはありませ
ん。

主　催　第４２回わんぱく夏まつり実
行委員会
申込方法　７月２９日（必着）までに、
往復はがきの往信用裏面に代表者の
住所・氏名・電話番号・参加人数
（大人・子ども）・テント数、返信用
表面に代表者の住所・氏名を明記
し、「わんぱく夏まつり・おやこキ
ャンプ申込」へ。
−◇共　通◇−

問合先　わんぱく夏まつりの会（〒
１８４−００１２中町１−２−５０大久保方
☎０７０−５５９８−８１９９死wanpaku-nat 
su@jcom.home.ne.jp）
※　この事業は、児童館が業務協力
しています。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第444444444444444444444444444444444222222222222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回第42回わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくわんぱく夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏まままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつまつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり 参加者募集
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サ
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ク

リ
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ク
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バ
ザ
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ザ
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お
も
ち
ゃ
の
病

お
も
ち
ゃ
の
病
院院
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７
月
３
日（
日
）
７
月　

日（
日
）

１０

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1−8−14
☎042−386−2580

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1−8−14
☎042−386−2580

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5−20−15
☎042−381−7405

% %%%%%%%%%%

共
立
診
療
所

内
小
外
皮

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口

東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り

パン屋

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4階
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニッ
ク

内

本町6―14―28
アクウェルモール3Ｆ
☎042―386―3757

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

平
田
歯
科
医
院

東町4―5―13
☎042―384―6619

西武多摩川線
交番

雑
貨
店

タ
バ
コ
店

新
小
金
井
駅

連雀通り

待  

山  

医  

院

内
循

緑町2―17―10
☎042―384―5421

北大通り

緑小 緑中 法
政
大

小金井
北高

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

清  

水  

医  

院

内
皮

本町4―19―16
☎042―384―1212

北大通り

上水公園
運動施設

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

東町5―11―23
☎042―381―1411

吉
田
歯
科
医
院

西武
多摩川線

新小金井駅

連雀通り

交番

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

①水着・水泳帽を着用してください。
②貴重品は持参しないでください。
③時計、ネックレス、ピアス、指輪など装飾品
は、プール内に持ち込まないでください。

④ペディキュア、ジェルネイル、整髪料等をつけている方、
入れ墨を露出している方のご入場はできません。

⑤おむつを着けているお子さんは利用できません。小学校３
年生以下の方の利用には、保護者または高校生世代以上の
付き添いが必要です。（付き添い１人につき２人まで可。
付き添いの方も水着、水泳帽を着用）

⑥浮輪、ビーチボール等、用具の持ち込みはできません。
（備え付けの用具のみ使用可）

⑦プール入場の際は、十分シャワーを浴び、化粧等をよく落
としてください。

⑧中学生以下の利用時間は、午後６時までです。（保護者ま
たは高校生世代以上の付き添いがいる場合を除く）

⑨混雑しているときは、入場者を制限することがあります。
⑩健康に留意し、体調の悪い方、心臓疾患等の持病のある方
は利用をご遠慮ください。
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　水深１２０～１５０㎝、２５ｍ、６コースの温水プールです。
開館時間　午前９時～午後８時５０分（７月２２日～８月
２８日の金曜～日曜日は午前７時から開館）
休館日　毎月第１月曜日（祝日の場合は翌日）
所在地　関野町１−１３−１（都立小金井公園内）
使用料　渇１時間＝大人２００円、子ども（中学生以下）
５０円　渇２時間＝大人４００円、子ども（中学生以下）
１００円
※　６０歳以上の方、障がいのある方とその付き添いの
方は、半額です。
その他　７月１８日（祝）～８月３１日（水）は、個人利
用のみとなります。（市の主催事業等により、使用で
きるレーンを制限する場合があります）
問合先　総合体育館（☎０４２−３８６−２１２０）

　水深１１０～１３０㎝、２０ｍ、４コースの温水プールで
す。ジャグジー（噴流式気泡風呂）を備え、中高年の
方や障がいのある方の利用に適したプールとなってい
ます。
開館時間　午前９時～午後８時４５分（７月２２日～８月
２８日の金曜～日曜日は午前７時から開館）
休館日　毎月第２月曜日（祝日の場合は翌日）
所在地　中町２−２１−１（栗山公園内）
使用料　渇１時間＝大人２００円、子ども（小・中学生）
５０円　渇２時間＝大人４００円、子ども（小・中学生）
１００円
※　６０歳以上の方、障がいのある方とその付き添いの
方は、半額です。

その他　渇７月１８日（祝）～８月３１日（水）は、個人
利用のみとなります。（市の主催事業等により、使用
できるレーンを制限する場合があります）渇車での来
場は、ご遠慮ください。
問合先　栗山公園健康運動センター（☎０４２−３８２−
１００１）

　東京ドーム約１.４倍の広さに９種類のプールがあ
り、家族みんなで楽しい一日が過ごせます。
営業時間　７月１６日（土）～９月４日（日）午前９時
３０分から。終了は時期により次のように異なります。
渇　７月１６日～８月２１日＝午後６時３０分まで（７月の
平日は５時３０分まで）
渇　８月２２日～９月４日＝午後６時まで（９月の平日
は５時まで）
所在地　立川市および昭島市
交　通　JR立川駅北口から徒歩１５分、JR西立川駅から
徒歩２分
利用料　大人（１５歳以上）２,３００円、こども（小・中学
生）１,２００円、幼児（４歳以上の未就学児）３００円
※　下記の割引券が利用できます。切り抜いて、直
接、公園窓口にお持ちください。
問合先　国営昭和記念公園（☎０４２−５２８−１７５１）

国営昭和記念公園レインボープー国営昭和記念公園レインボープールル

さあ夏だ！プールに行こうさあ夏だ！プールに行こさあ夏だ！プールに行こうう

総合体育館温水プール 栗山公園健康運動 
センタープール

国営昭和記念公園 
レインボープール

この券を切り取って公園窓口にお持ちになると、
プール料金（入園料含む）が割引となります。

（コピー不可）

孜キリトリ線

●小金井市民用●

大人　　人・こども　　人・幼児　　人

大　人（15歳以上）
 2,300円→ 2,100円 （200円引き）
こども（小・中学生）
 1,200円→ 1,000円 （200円引き）
幼　児（4歳以上の未就学児）
 300円→ 200円 （100円引き）
・１枚で５人（３歳以下の人数は除く）まで、利
用できます。
・ほかの割引券との併用はできません。
・午後２時以降は、お得なサンセットチケットを
ご利用ください。

※有効期限は７／１６〜９／４のプール営業期間中です。

平　成
２８年度

国営昭和記念公園
レインボープール割引券

障がい者（児）
水泳教室

総合体育館・栗山公園健康運動
センタープールでの注意事項

　個々のレベルに合わせて、原則的にマン
ツーマン方式で指導します。
と　き　①７月２８日（木）、２９日（金）②
８月２日（火）、３日（水）、いずれも午
前９時１０分～１１時３０分
ところ　総合体育館プール
対　象　市内在住・在勤・在学で障がいの
ある小学生以上２０歳未満の方
定　員　各１８人（多数抽選）
主　管　小金井市学校五日制の会
申　込　７月７日（必着）までに、往復は
がき（１人１通）に住所・氏名・学校名・
学年・性別・電話番号（緊急連絡先）・身
長・泳力・その他指導員に対する連絡事
項・希望日（①②のどちらか）を明記し、
生涯学習課スポーツ振興係「障がい者
（児）水泳教室係」（〒１８４−８５０４住所不要
☎０４２−３８６−２４６２）へ。


